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米軍がイラン小学校を爆撃！女児ら多数死亡米軍がイラン小学校を爆撃！女児ら多数死亡

　

２
月
28
日
、
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、
イ
ラ

ン
へ
の
先
制
攻
撃
で
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
や
政
権
幹
部

を
殺
害
し
、
多
く
の
子
供
を
含
む
民
間
人
も
殺
傷
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ハ
メ
ネ
イ
師
を
「
史
上
最
も
邪
悪
な

人
物
の
一
人
」
と
非
難
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
イ
ラ
ン
国
民
に
「
政

権
を
乗
っ
取
れ
」
と
民
衆
蜂
起
を
呼
び
か
け
た
。
米
・
イ
ス

ラ
エ
ル
の
先
制
攻
撃
の
狙
い
は
イ
ラ
ン
の
政
権
転
覆
に
あ

り
、
究
極
の
帝
国
主
義
・
植
民
地
主
義
の
本
性
む
き
出
し
に

し
た
国
際
法
違
反
の
軍
事
侵
略
で
あ
る
。
見
せ
か
け
の
「
核

協
議
」
で
油
断
さ
せ
て
お
い
て
、
武
力
で
ね
じ
伏
せ
、「
無

条
件
降
伏
か
死
か
」
と
脅
し
要
求
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
蛮
行
、暴
挙
を
絶
対
に
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
攻
撃
に
よ
る
戦
火
が
拡
大
し
、

徹
底
抗
戦
の
イ
ラ
ン
は
報
復
攻
撃
に
踏
み
切
り
海
上
輸
送
の

大
動
脈
・
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
事
実
上
封
鎖
し
た
。
事
態
が
中

東
全
域
、
世
界
に
ど
の
よ
う
な
戦
禍
を
拡
げ
て
い
く
か
、
予

断
を
許
さ
な
い
。

　

高
市
首
相
は
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
軍
事
攻
撃
に
つ

い
て
「
法
的
な
評
価
を
差
し
控
え
る
」
と
言
及
を
避
け
な
が

ら
、
他
方
で
イ
ラ
ン
に
の
み
自
制
を
求
め
た
。

　

の
み
な
ら
ず
米
海
軍
横
須
賀
基
地
を
母
港
と
す
る
イ
ー
ジ

ス
艦
２
隻
が
ア
ラ
ビ
ア
海
で
イ
ラ
ン
先
制
攻
撃
に
参
戦
し
て

い
る
事
実
も
黙
認
し
た
。

　

つ
ま
り
在
日
米
軍
基
地
が
す
で
に
「
日
本
防
衛
」
と
は
無

縁
の
米
軍
の
イ
ラ
ン
先
制
攻
撃
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
事

を
、
高
市
首
相
は
日
米
安
保
条
約
６
条
違
反
だ
と
米
国
に
非

難
す
ら
し
な
い
。

　

こ
の
態
度
は
２
ヵ
国
の
暴
挙
を
黙
認
し
、
ひ
い
て
は
加
担

す
る
こ
と
に
通
じ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
高
市
政
権
内
で
は
、

３
月
の
日
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
ホ
ル

殺
す
な　 

米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
は
無
法
の
軍
事
攻
撃
を
即
時
中
止
せ
よ

改
憲
、
大
軍
拡
予
算
・「
安
保
３
文
書
」
改
定
・
武
器
輸
出
解
禁
・「
ス
パ
イ
防
止
法
」

ム
ズ
海
峡
で
の
米
海
軍
の
護
衛
作
戦
に
自
衛
隊
に
出
動
を
求

め
て
く
る
可
能
性
も
前
提
に
派
兵
の
「
法
的
根
拠
」
を
検
討

し
始
め
た
。９
条
を
掲
げ
る
日
本
政
府
が
検
討
す
べ
き
は「
停

戦
」「
平
和
」
へ
の
提
案
で
は
な
い
の
か
！

　

米
軍
基
地
に
苦
し
む
沖
縄
か
ら
１
日
、「
沖
縄
高
校
生
平

和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
若
者
た
ち
が
「
米
軍
基
地
の
あ
る
沖
縄

も
い
つ
か
標
的
に
な
る
の
で
は
」
と
「
攻
撃
を
明
確
に
非
難

し
な
い
日
本
政
府
の
姿
勢
」
に
抗
議
し
、「
対
話
に
よ
る
平

和
解
決
」
を
求
め
「
緊
急
ア
ッ
ピ
ー
ル
」
を
発
し
た
。

　

米
国
を
は
じ
め
世
界
各
地
の
「
攻
撃
や
め
よ
！
」
に
連
帯

し
、
日
本
各
地
と
つ
な
ぎ
、「
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン

軍
事
攻
撃
許
さ
な
い
！
即
時
中
止
を
！
」
の
声
と
行
動
を
拡

げ
よ
う
！

　

米
国
に
追
従
す
る
高
市
政
権
の
自
衛
隊
派
兵
へ
の
画
策
を

阻
止
し
ょ
う
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
２
・
5
面
）

改
憲
、
大
軍
拡
予
算
・「
安
保
３
文
書
」
改
定
・
武
器
輸
出
解
禁
・「
ス
パ
イ
防
止
法
」

高
市
政
権

高
市
政
権
の
「
戦
争
国
家

「
戦
争
国
家
」
準
備
準
備    

数
の
力
で
中
央
突
破
許
さ
な
い
！

数
の
力
で
中
央
突
破
許
さ
な
い
！

高
市
政
権
の
「
戦
争
国
家
」
準
備  

数
の
力
で
中
央
突
破
許
さ
な
い
！

3
月
末
に
再
度
の
農
民
一
揆

　

２
月
27
日
付
け
朝
日
新
聞
の
投
書

欄
に
「
大
騒
ぎ
だ
っ
た
コ
メ
政
策
ど

こ
に
」
と
題
す
る
投
書
が
載
っ
た
。

　

衆
議
院
選
挙
が
あ
っ
て
３
週
間
ば

か
り
経
っ
た
と
き
で
あ
る
。
書
き
手

は
青
森
県
、農
業
、65
歳
の
方
だ
。「
今

回
の
選
挙
中
も
、
お
米
や
農
業
に
つ

い
て
の
政
策
が
余
り
聞
か
れ
な
か
っ

た
印
象
で
す
」
と
い
う
書
き
出
し
で

始
ま
り
、
農
業
の
現
状
を
食
料
の
自

給
率
の
低
さ
と
あ
わ
せ
て
の
各
種
生

産
資
材
の
輸
入
依
存
、
農
業
人
口
の

減
少
と
高
齢
化
、
低
い
農
産
物
価
格

が
も
た
ら
す
農
業
者
の
低
収
入
、
そ

れ
ら
に
対
す
る
都
市
住
民
の
無
関

心
、と
い
っ
た
矛
盾
を
あ
げ
て
い
る
。

　

投
稿
者
自
身
は
「
経
済
や
社
会
保

障
は
市
場
経
済
か
ら
切
り
離
す
」
案

を
提
案
し
て
い
る
が
、こ
の
提
案
は
、

農
業
問
題
は
農
政
レ
ベ
ル
の
話
で
は

な
く
、
こ
の
国
の
社
会
・
経
済
の
あ

り
方
そ
の
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
感

じ
ら
れ
る
。

　

農
民
自
身
も
そ
の
こ
と
が
よ
く
わ

か
っ
て
い
て
、
25
年
３
月
30
日
に
都

内
で
「
令
和
の
百
姓
一
揆
」
が
農
民

自
身
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
で
始
ま

り
、
続
け
て
新
潟
、
山
形
、
さ
ら
に

全
国
へ
と
波
及
。筆
者
も
各
地
の「
一

揆
」
に
参
加
し
、
思
い
を
同
じ
く
し

た
。

　

そ
し
て
今
年
も
３
月
末
の
日
曜

日
、
都
内
で
２
０
２
６
年
版
令
和
の

百
姓
一
揆
が
都
内
で
行
わ
れ
る
。

農
民
票
は
ど
こ
へ
？

　

し
か
し
、
高
市
自
民
が
三
分
の
二

の
議
席
を
獲
得
す
る
と
い
う
事
態
を

生
ん
だ
今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
、
百

姓
一
揆
が
提
起
し
た
農
業
食
料
問
題

が
ど
う
な
っ
た
の
か
は
、
こ
の
投
稿

者
が
述
べ
る
と
お
り
見
え
て
こ
な

い
。
と
い
う
よ
り
素
通
り
さ
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
印
象
が
深
い
。

　

前
回
の
衆
議
院
選
で
全
区
で
自
民

党
が
敗
退
し
た
新
潟
で
、
今
回
は
自

民
独
占
が
成
立
し
た
。

　

選
挙
で
は
市
民
連
合
を
応
援
す
る

「
辺
野
古
が
唯
一
」
破
綻
！  

米
国
防
総
省
「
辺
野
古
だ
け
で
は
普
天
間
返
還
せ
ず
」

と
同
時
に
、
新
潟
百
姓
一
揆
で
軽
ト

ラ
を
持
ち
出
し
て
デ
モ
に
参
加
し

た
、
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
型
稲
作
を

営
む
農
民
に
電
話
し
て
み
た
。「
い
っ

た
い
何
が
起
こ
っ
た
ん
だ
、
農
民
票

は
ど
こ
に
い
っ
た
の
」。

　

彼
自
身
が
異
変
に
気
付
い
た
の
は

選
挙
戦
が
始
ま
っ
て
半
ば
頃
か
ら

だ
っ
た
と
い
う
。

　

農
業
問
題
が
ど
う
な
っ
た
、
農
民

票
が
ど
う
動
い
た
か
な
ん
て
次
元
の

話
で
は
な
く
、
何
が
何
だ
か
訳
が
わ

か
ら
な
い
ま
ま
、
こ
の
ま
ま
で
は
新

潟
全
区
が
全
滅
す
る
と
い
う
危
機
だ

け
は
肌
で
伝
わ
っ
て
き
た
と
い
う
。

農
民
票
は
政
治
変
動
の

先
行
指
標

　

同
じ
農
村
圏
山
形
県
で
も
全
区
を

自
民
党
が
独
占
し
た
。

　

こ
こ
は
高
市
内
閣
で
農
水
相
を

や
っ
て
い
る
若
手
議
員
の
鈴
木
憲
和

が
い
る
と
い
う
特
殊
事
情
も
あ
る
の

だ
が
、
彼
自
身
農
水
省
出
身
と
い
う

条
件
を
生
か
し
て
補
助
金
を
引
っ

張
っ
て
こ
ら
れ
る
と
い
う
利
権
を

持
っ
て
い
て
、
以
前
か
ら
農
村
票
を

か
き
集
め
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
の

高
市
効
果
で
、大
量
の
票
を
集
め
た
。

　

総
じ
て
高
市
効
果
と
古
く
か
ら
の

自
民
党
票
が
混
じ
り
合
っ
て
、
農
村

部
で
も
自
民
党
独
占
が
成
立
し
た
の

で
あ
る
。
だ
が
、
農
村
票
は
保
守
だ

と
い
う
単
純
な
思
い
込
み
は
避
け
た

方
が
よ
い
。
民
主
党
が
衆
院
選
挙
で

勝
ち
、
政
権
に
座
に
つ
く
の
は
２
０

０
９
年
だ
が
、
そ
の
前
の
２
０
０
７

年
参
院
選
で
農
村
部
の
一
人
区
で
自

民
は
大
敗
し
て
い
た
。

　

農
村
票
は
政
治
的
変
動
が
起
こ
る

先
行
指
標
な
の
だ
。
で
は
こ
の
先
、

農
村
選
挙
は
ど
ん
な
動
き
を
見
せ
る

の
だ
ろ
う
。
村
の
選
挙
を
肌
で
知
っ

て
い
る
方
々
に
聞
い
て
み
た
が
誰
も

確
信
を
持
っ
て
答
え
ら
れ
な
い
。

　

自
民
党
を
含
め
各
党
と
も
地
道
な

政
策
と
現
場
の
運 

動
を
積
み
上
げ

る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
、
強
い
て

い
え
ば
最
大
公
約
数
の
意
見
だ
っ

た
。

武力で平和はつくれない

！

！！

米
国
に
追
従  

高
市
政
権
の
自
衛
隊
派
兵
の
画
策
阻
止
へ

　

総
選
挙
の
結
果
、
自
民
党
が
単

独
３
分
の
２
を
超
え
る
３
１
６
議

席
を
獲
得
し
て
圧
勝
。
中
道
（
旧

立
憲
系
）
の
壊
滅
的
敗
北
、
共
産
・

社
民
・
れ
い
わ
の
議
会
内
左
派
の

存
立
の
危
機
的
敗
北
、
そ
し
て

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
勢
力
が
沖
縄
全
選

挙
区
で
議
席
を
失
っ
た
。

　

自
民
党
の
圧
勝
は
、
高
市
首
相

が
解
散
権
を
乱
用
し
、
戦
後
最
短

の
日
程
で
有
権
者
か
ら
争
点
や
政

策
を
考
え
る
機
会
を
奪
う
な
ど
の

ク
ー
デ
タ
ー
的
手
法
で
仕
掛
け
た

結
果
で
あ
る
。
特
に
今
回
の
選
挙

で
そ
の
勝
敗
を
左
右
す
る
大
き
な

要
素
と
な
っ
た
の
が
、
交
流
サ
イ

ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
駆
使
で
あ
る
。
高
市
首
相
が
登

場
す
る
党
の
広
告
動
画
の
再
生
回

数
が
１
億
６
千
万
回
を
突
破
す
る

な
ど
、
そ
の
量
に
お
い
て
も
こ
の

領
域
に
強
い
参
政
や
国
民
民
主
な

ど
他
党
を
圧
倒
し
た
。
多
額
の
広

告
費
を
投
じ
、
高
市
首
相
へ
の
高

い
支
持
率
を
頼
み
に
、「
高
市
で
い

い
の
か
」
を
前
面
に
だ
し
て
選
挙

を
人
気
投
票
に
す
り
替
え
た
自
民

党
の
選
挙
戦
略
の
勝
利
で
あ
る
。

　
　
　
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
問
題
、３
面
参
照
）

　

戦
後
政
治
史
を
画
す
今
回
の
選

挙
結
果
。
こ
れ
は
戦
後
政
治
の
ど

の
よ
う
な
終
わ
り
を
、
ど
の
よ
う

な
政
治
過
程
の
始
ま
り
を
意
味
し

て
い
る
か
。
未
来
へ
の
希
望
の
芽

は
ど
こ
に
育
ま
れ
て
い
る
か
。
こ

の
結
果
に
表
れ
て
い
る
民
心
、
特

に
若
い
世
代
が
な
ぜ
高
市
首
相
に

農村票はどう動いたか―素通りした農村票はどう動いたか―素通りした

「令和の百姓一揆「令和の百姓一揆」 と農業 ・農村の矛盾と農業 ・ 農村の矛盾

農村票はどう動いたか―素通りした

「令和の百姓一揆」 と農業 ・農村の矛盾

’26衆院選

大野和興
（農業ジャーナリスト）

１
，
総
選
挙
の
結
果

　
　

ク
ー
デ
タ
ー
的
手
法
で
自
民
単
独
３
１
６
議
席
の
大
勝

３
、
高
市
第
２
次
政
権　

「
対
中
戦
争
態
勢
」
へ
の
諸
策

２
，
考
察
を
深
め
る
べ
き
主
体
的
課
題

一
票
を
投
じ
た
の
か
。

　

現
実
を
直
視
し
、
自
分
事
と
し

て
検
証
し
、
左
派
再
生
に
向
け
て
、

真
摯
に
討
議
・
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
の
課
題
を
以
下

の
６
点
に
焦
点
を
当
て
順
次
考
察

し
て
い
く
。

① 

今
回
選
挙
で
駆
使
さ
れ
た
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
問
題
に
つ
い
て
（
連
載
）

―
本
紙
３
面
参
照
。

② 

労
働
者
、
農
民
は
ど
う
動
い

た
か
。
そ
の
①
１
面
下
段
の
「
農

民
票
の
行
方
」
参
照

③ 

女
た
ち
は
ど
う
動
い
た
か
。

―
そ
の
①
本
紙
２
面
参
照

④ 

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
分
裂
選
挙

と
11
月
知
事
選
へ
向
け
た
課
題

⑤ 

議
会
内
左
派
（
社
民
、
共
産
、

れ
い
わ
）
の
総
括
の
検
証

⑥ 

左
派
を
ど
こ
か
ら
再
生
・
再

建
す
る
か
。

　

各
分
野
の
主
体
や
識
者
の
見
解
、

座
談
会
な
ど
、
腰
を
据
え
て
こ
の

紙
上
で
提
起
し
、
討
論
を
呼
び
か

け
て
ゆ
き
た
い
。

　

衆
院
で
自
民
党
単
独
で
改
憲
議

案
を
可
決
で
き
る
３
分
の
２
議
席

を
確
保
し
た
高
市
第
２
次
政
権
。

こ
の
政
権
の
目
的
が
、
自
民
党
の

悲
願
で
あ
り
安
倍
政
権
で
す
ら
で

き
な
か
っ
た
「
普
通
の
国
」（
戦
争

の
で
き
る
国
家
）
へ
の
９
条
壊
憲

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

「
台
湾
有
事
」
発
言
で
「
対
中
国
戦

争
宣
言
」
を
発
し
た
高
市
首
相
。

衆
院
選
で
圧
倒
的
数
の
力
を
得
て

今
、
高
市
政
権
が
「
戦
争
国
家
」

体
制
に
向
け
推
し
進
め
る
危
険
な

諸
策
は
以
下
で
あ
る
。

　

第
１
に
、「
成
長
の
ス
イ
ッ
チ
を

押
し
て
、
押
し
て
、
押
し
ま
く
る
」

と
強
調
し
「
裁
量
労
働
制
の
見
直

し
」
を
経
済
成
長
戦
略
の
一
環
と

位
置
付
け
た
。
そ
の
意
図
は
、
平

た
く
言
え
ば
労
働
者
に
「
働
け
、

働
け
、
働
き
ま
く
れ
」
と
長
時
間

労
働
・
過
労
死
を
強
い
て
搾
取
し

た
利
益
を
資
本
の
成
長
に
回
す
こ

と
で
あ
る
。

　

第
２
は
、
戦
闘
機
や
護
衛
艦
の

よ
う
な
武
器
を
含
む
武
器
輸
出
の

「
５
類
型
」
を
撤
廃
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
な
「
武
器
商
戦
」
に
参
入
し
、

軍
需
・
防
衛
産
業
の
成
長
・
再
編

を
計
る
こ
と
。

　

第
３
は
、「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」

と
称
し
て
、「
医
療
費
４
兆
円
削
減
」

実
施
を
目
論
み
つ
つ
、
26
年
度
予

算
の
過
去
最
高
の
軍
事
費
９
兆
３

５
３
億
円
に
象
徴
さ
れ
る
大
軍
拡

の
推
進
で
あ
る
。
軍
事
費
増
強
は
、

米
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
日
本
に
非
公

式
に
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）比
３
・

５
〜
５
％
へ
の
増
額
を
求
め
て
い

る
こ
と
へ
の
対
応
で
あ
る
。

　

第
４
に
、
戦
争
国
家
へ
の
国
民

監
視
の
た
め
の
司
令
塔
・「
国
家
情

報
局
」
創
設
、「
ス
パ
イ
防
止
法
」、

沖
縄
を
は
じ
め
日
本
全
土
を
「
ミ

サ
イ
ル
列
島
」
に
変
え
る
「
安
保

関
連
３
文
書
」
改
定
な
ど
が
今
夏

―
年
内
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
高
市
政
権
は
予
算
案
を

３
月
13
日
に
審
議
打
ち
切
り
・
衆

院
通
過
を
狙
い
、
数
の
力
に
よ
る

議
会
無
視
の
強
権
発
動
で
押
し
通

そ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
許
せ
ば
、
戦
争
国
家
へ

の
危
険
な
重
要
案
件
が
、今
後
次
々

と
数
の
力
で
中
央
突
破
さ
れ
る
は

必
至
で
あ
る
。
国
会
を
包
囲
し
、

高
市
政
権
の
暴
走
を
阻
止
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
５
日
記
）

（次号詳細）



　

２
月
18
日
、
大
手
企
業
の

労
働
組
合
が
賃
上
げ
要
求
を

出
し
た
。

　

自
動
車
関
連
の
大
企
業
の

労
組
は
、
定
期
昇
給
を
含
む

賃
上
げ
率
は
６
・
05 

％
と
い

う
。日
本
製
鉄
／
Ｎ
Ｅ
Ｃ
／

Ｊ
Ｒ
東
海
な
ど
は
１
万
５
０

０
０
〜
１
万
６
０
０
０
円
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
要
求
で
あ

る
。

　

マ
ツ
ダ
／
三
菱
自
動
車
／

ヤ
マ
ハ
発
動
機
は
、
賃
上
げ

と
一
時
金
で
満
額
回
答
を
し

た
。

　

ス
ー
パ
ー
大
手
の
イ
オ
ン

リ
テ
ー
ル
は
パ
ー
ト
時
給
を

制
度
昇
給
分
も
含
め
て
１
０

１
・
８
円
（
８
・
38
％
）、
す

か
い
ら
ー
く
は
71
・
３
円

（
６
・
39
％
）
の
満
額
回
答
を

し
た
と
報
じ
て
い
る
。

　

大
手
企
業
の
春
闘
回
答
が

本
格
化
す
る
が
、
一
方
で
中

高
年
齢
労
働
者
を
対
象
に
リ

ス
ト
ラ
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

リ
サ
ー
チ
会
社
に
よ
る

と
、
２
０
２
５
年
に
早
期
退

職
を
募
集
し
た
上
場
企
業
43

社
の
う
ち
、
最
多
の
業
種
は

「
電
気
機
器
」
の
18
社
で
、
募

集
人
数
も
群
を
抜
い
て
多

い
。

　

事
業
構
造
の
変
化
に
備
え

て
、
労
働
者
の
若
返
り
を
図

る
狙
い
で
あ
る
。

　

経
団
連
は
、
春
季
労
使
交

渉
の
中
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の

実
施
と
併
せ
て
生
産
性
向
上

の
議
論
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
ロ

ボ
ッ
ト
の
活
用
は
企
業
の
競

争
力
に
直
結
し
、
定
型
業
務

を
代
替
し
雇
用
を
奪
う
こ
と

は
必
至
で
あ
る
。

　

中
高
年
齢
労
働
者
の
リ
ス

ト
ラ
・
解
雇
と
引
き
換
え
の

賃
上
げ
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

「
物
価
高
を
上
回
る
賃
上
げ
」

と
は
い
う
も
の
の
、
資
本
の

蓄
え
や
株
主
配
当
を
奪
い
取

る
と
い
う
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争

の
構
え
は
見
え
な
い
。

　

と
同
時
に
生
産
性
向
上
、

Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
は
、労

働
時
間
の
短
縮
の
獲
得
要
求

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

連
合
の
中
小
労
組
の
賃
上

げ
目
標
は
、
５
％
の
全
体
よ

り
１
％
高
い
「
６
％
以
上
」
と

掲
げ
ら
れ
、
格
差
是
正
を
図

る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

昨
年
も
同
じ
よ
う
な
こ
と

を
言
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
中
小
企
業
の
昨
年

賃
上
げ
実
績
は
、
４
・
65
％

で
大
企
業
と
の
格
差
は
広

が
っ
た
。

　

格
差
の
現
状
維
持
・
縮
小

に
は
、
約
７
割
の
働
き
手
を

雇
用
す
る
中
小
企
業
と
、
労

働
者
の
４
割
近
く
の
有
期
雇

用
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
・

最
低
賃
金
ア
ッ
プ
が
必
要
で

あ
り
、

そ
の
た
め
の
原
資
を
ど
う
捻

出
す
る
か
と
い
う
政
策
・
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

　

全
労
連
は
３
万
３
０
０
０

円
以
上
、
全
労
協
は
２
万
５

０
０
０
円
以
上
の
大
幅
賃
上

げ
を
ス
ト
ラ
イ
キ
で
と
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

外
国
人
労
働
者
は
２
５
７

万
人
で
、
10
年
前
の
３
倍
近

く
ま
で
拡
大
し
た
と
い
う
。

　

政
府
は
財
界
の
要
望
を
受

け
、
安
価
な
労
働
力
、
労
働
力

不
足
か
ら
と
い
う
こ
と
で
外

国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
て

き
た
。１
９
９
３
年
に
「
技
能

実
習
」制
度
、
２
０
１
８
年
に

「
特
定
技
能
」
制
度
を
つ
く

り
、
長
期
在
留
の
労
働
者
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
き
た
。国
会
で
「
事
実
上
の

移
民
政
策
だ
」
と
い
う
意
見

も
出
た
が
、
在
留
に
期
限
を

設
け
、
介
護
や
製
造
業
、
農
業

や
建
設
な
ど
16
業
種
、
現
状

82
万
人
と
い
う
上
限
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

　

排
外
主
義
者
が
い
う
「
無

秩
序
」「
無
制
限
」
と
の
指
摘

は
当
た
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
外
国
人
労
働
者

と
も
、
賃
上
げ
を
一
緒
に
で

き
る
取
り
組
み
を
し
っ
か
り

と
し
よ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
資
本

家
・
大
企
業
が
た
め
込
ん
だ

利
益
が
内
部
留
保
、
不
労
所

得
の
株
主
配
当
、
役
員
報
酬

と
し
て
配
分
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
配
分
争
奪
戦
と
し
て
ス

ト
ラ
イ
キ
闘
争
を
組
織
す
る

以
外
、
大
幅
賃
上
げ
、
最
低
賃

金
の
大
幅
ア
ッ
プ
に
な
ら
な

い
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら
賃
金
引

き
上
げ
の
声
、
闘
い
の
組
織

化
、
そ
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を

め
ざ
せ
！

　

投
票
日
前
日
の
２
月
７

日
、
固
定
電
話
で
１
日
選
挙

活
動
に
充
て
た
。

　

50
年
の
付
き
合
い
の
あ
る

70
代
の
女
性
。

「
私
も
電
話
か
け
よ
う
と

思
っ
て
い
た
の
。も
う
ダ
メ
、

あ
の
作
り
笑
い
。嫌
な
感
じ

の
高
市
に
娘
や
、
孫
娘
を
は

じ
め
周
り
は
ほ
と
ん
ど
期
日

前
投
票
し
ち
ゃ
っ
た
の
よ
」

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
。

　

平
和
運
動
や
女
性
の
地
位

向
上
運
動
を
し
続
け
、
専
業

主
婦
と
し
て
頑
張
っ
て
き
た

彼
女
。

　

な
ぜ
高
市
に
投
票
し
た
の

か
、娘
や
孫
に
聞
い
た
。

「
お
母
さ
ん
の
よ
う
に
、
夢
ば

か
り
追
い
か
け
て
は
い
ら
れ

な
い
、
共
産
党
が
何
を
し
て

く
れ
た
。物
価
は
上
が
る
し
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
、
ア
ル

バ
イ
ト
だ
よ
。な
に
か
や
っ

て
く
れ
そ
う
な
高
市
さ
ん
に

か
け
る
の
」

「
高
市
さ
ん
の
狙
い
は
、
憲
法

を
改
悪
し
て
戦
争
へ
進
め
た

い
の
よ
、
あ
な
た
の
子
ど
も

や
孫
が
戦
争
に
行
く
の
よ
」

格差をなくす格差をなくす
　　　　　賃金是正を！　　　　　賃金是正を！
格差をなくす
　　賃金是正を！

‘26 
春
闘
を
ス
ト
ラ
イ
キ
で
闘
お
う

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
・
関
西  

仲
村 

実

■
資
本
家
・
経
営
者
団
体
で
あ
る
〈
経
団
連
〉
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
長
は
「
賃
上
げ
の
力
強
い
モ
メ
ン
タ
ム
（
勢

い
）
を
、
さ
ら
に
定
着
さ
せ
た
い
」
と
春
季
交
渉
に
む
け
て
述
べ
た
。
連
合
・
芳
野
会
長
は
、
実
質
賃
金
を
１
％

上
昇
さ
せ
る
〈
賃
上
げ
ノ
ル
ム
＝
社
会
通
念
〉
を
確
立
で
き
る
か
ど
う
か
の
正
念
場
だ
。
定
期
昇
給
を
含
む
５
％

以
上
の
賃
上
げ
と
格
差
是
正
に
こ
だ
わ
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
有
期
、
短
時
間
、
契
約
等
の
非
正
規
労
働

者
に
つ
い
て
７
％
と
い
う
賃
上
げ
の
目
安
を
方
針
と
し
た
。

西
澤
江
美
子
（
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

・
平
和
運
動
を
懸
命
に
や
っ
て
き
た

・
女
子
高
生
と
話
し
た

・
農
家
に
嫁
い
で
50
年

・
人
生
最
後
の
投
票
で

「
そ
れ
で
い
い
、
昔
と
違
う

よ
、
生
の
兵
士
は
少
な
く
っ

て
い
い
の
。コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
戦
争
だ
も
の
。そ
ん
な

こ
と
言
っ
て
い
た
ら
、
そ
の

前
に
、
物
価
高
で
殺
さ
れ

ち
ゃ
う
よ
」

　

１
年
ほ
ど
前
に
電
車
内
で

友
達
に
な
っ
た
、
カ
バ
ン
に

ぬ
い
ぐ
る
み
を
重
い
ほ
ど
ぶ

ら
下
げ
た
女
子
高
校
生
を
思

い
出
し
、
携
帯
に
電
話
し
た
。

は
じ
め
て
の
投
票
の
は
ず
。

「
選
挙
わ
か
ら
な
い
。高
市
さ

ん
て
っ
ぺ
ん
ま
で
行
っ
た
ん

だ
も
の
す
ご
い
。で
も
私
の

と
こ
ろ
、
選
挙
区
に
は
、
高
市

さ
ん
は
い
な
い
し
彼
氏
は
、

■
高
市
自
民
党
の
圧
勝
。
こ
の
選
挙

は
、
日
本
を
平
和
国
家
か
ら
戦
争
国
家
へ
と
完
全
に
作
り
替

え
て
い
く
重
大
な
選
挙
の
は
ず
だ
っ
た
。
私
の
選
挙
活
動
は
、

電
話
、
F
a
x
、
手
紙
、
そ
し
て
、
近
く
の
人
と
の
対
話
。

日
常
生
活
で
の
人
間
関
係
を
通
し
て
の
生
の
対
話
で
見
え
て

き
た
こ
と
を
報
告
し
た
い
と
思
う
。

高
市
さ
ん
応
援
す
る
た
め

に
、
自
民
党
が
い
い
と
い
う

の
だ
け
ど
、わ
か
ら
な
い
」

　

高
市
さ
ん
が
目
指
し
て
い

る
戦
争
国
家
の
こ
と
、
そ
の

た
め
に
、
軍
事
費
が
拡
大
さ

れ
暮
ら
し
が
ど
ん
ど
ん
貧
し

く
な
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
30

分
ほ
ど
話
し
た
。

「
戦
争
は
嫌
だ
、
今
晩
考
え

る
、あ
り
が
と
う
」

　

電
話
が
き
た
。「
聞
き
た
い

こ
と
あ
る
の
、
き
て
、
駅
前
の

ガ
ス
ト
に
い
る
か
ら
」。行
か

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

彼
女
は
、
友
人
四
人
と

待
っ
て
い
た
。「
初
め
て
の
選

挙
だ
か
ら
教
え
て
」。ぬ
い
ぐ

る
み
は
あ
の
時
よ
り
増
え
て

い
た
が
、
目
が
輝
い
て
い
た
、

こ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
と
熱

く
な
っ
た
。

　

今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
る
男
女
平
等
の
普
通
選

挙
の
話
を
し
た
。

　

今
か
ら
81
年
前
の
こ
と
、

日
本
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

に
負
け
て
す
ぐ
女
性
参
政
権

が
実
現
し
た
こ
と
、
そ
の
こ

と
に
人
生
を
か
け
た
市
川
房

枝
（
１
８
９
３
年
ー
１
９
８

１
年
）
の
こ
と
。一
票
、
一
票

を
重
ね
て
今
の
女
性
の
地
位

が
あ
る
こ
と
、
戦
争
を
し
な

い
こ
と
、
武
器
を
作
ら
な
い

持
た
な
い
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
日
本
の
憲
法
の
こ
と
、
こ

の
81
年
間
戦
争
を
し
な
い

で
、
他
国
と
も
対
話
し
平
和

に
暮
ら
し
て
き
た
こ
と
。市

川
房
枝
の
話
を
初
め
て
聞
い

た
と
い
っ
て
い
た
四
人
は
ど

の
政
党
に
初
め
て
の
一
票
を

投
票
し
た
の
か
。

　

８
日
の
選
挙
結
果
を
見
て

彼
女
た
ち
は
ど
う
考
え
た
の

だ
ろ
う
か
。

‘26  
衆
院
選
・
女
た
ち
と
の
対
話
か
ら

衆
院
選
・
女
た
ち
と
の
対
話
か
ら

‘26  
衆
院
選
・
女
た
ち
と
の
対
話
か
ら

物価上昇上回る賃上げ物価上昇上回る賃上げを‼物価上昇上回る賃上げを‼

！

　

新
潟
の
農
家
に
嫁
い
で
50

年
の
女
性
は
、
手
紙
に
書
い

て
き
た
。 

手
紙
は
、安
保
法
制

の
こ
と
な
ど
戦
争
の
で
き
る

国
づ
く
り
の
こ
と
か
ら
は
じ

ま
り
、
高
市
さ
ん
は
そ
の
上

に
憲
法
改
定
や
ス
パ
イ
防
止

法
な
ど
を
つ
く
ろ
う
と
し
て

い
る
、
と
続
く
。「
象
徴
天
皇

に
な
っ
た
皇
室
に
ま
で
手
を

つ
け
て
、
女
の
天
皇
は
い
ら

な
い
っ
て
い
う
。女
性
差
別

だ
」と
怒
っ
て
い
る
。

　

人
生
最
後
の
投
票
か
と
思

う
と
い
う
93
歳
の
女
性
。比

例
は
共
産
党
に
入
れ
た
と
話

す
。こ
れ
ま
で
は
自
民
党
以

外
に
投
票
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
と
。―
さ
ま
ざ
ま
の

女
た
ち
と
話
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
の
先
に
あ
る

も
の
を
見
つ
め
、
人
と
人
と

の
対
話
を
つ
な
い
で
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

●
ス
ペ
イ
ン

の
サ
ン
チ
ェ

ス
首
相
は
３
月

４
日
、
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
イ
ラ
ン
攻
撃
に
つ
い
て
、
数
百

万
人
の
命
を
賭
け
た
「
ロ
シ
ア
ン

ル
ー
レ
ッ
ト
」に
な
る
と
警
告
し
、

両
国
侵
略
行
為
へ
の
反
対
姿
勢
を

改
め
て
明
確
に
し
た
。

　

国
民
向
け
T
V
演
説
で
「
人
類

の
大
惨
事
は
こ
う
し
て
始
ま
る
。

数
百
万
人
の
命
を
賭
け
た
ロ
シ
ア

ン
ル
ー
レ
ッ
ト
は
決
し
て
許
さ
れ

な
い
」と
訴
え
、「
世
界
は
紛
争
や

爆
撃
に
よ
っ
て
問
題
は
解
決
で
き

な
い
」と
指
摘
。

　
「
ス
ペ
イ
ン
政
府
の
立
場
は
４

世界で広がる民衆の怒りと抗議の輪！
米・イスラエルの暴虐に各国の反応

全米55都市で抗議デモ！英国ロンドンほかで反戦デモ～イラン攻撃から10日目

「即時停戦」を求める
世界の市民

ス
ペ
イ
ン
首
相―

戦
争
反
対
で

　
　
　
　
　

ト
ラ
ン
プ
の
脅
し
に
屈
せ
ず
！

ト
ラ
ン
プ
派
メ
ロ
ー
ニ
伊
首
相
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
と
距
離
を
置
く
？

日
本
で
も
「
即
時
停
戦
」
求
め…

　
　
　
　
　
　
　

札
幌
ほ
か
で
街
宣
行
動 

米
国
民
60
％
が
イ
ラ
ン
攻
撃
に
反
対
、

紛
争
長
期
化
も
懸
念　

C
N
N
世
論
調
査

文
字
で
要
約
で
き
る
。『
戦
争
反

対
』だ
」と
述
べ
、
立
場
は
一
貫
し

て
い
る
と
強
調
し
、
ど
の
よ
う
な

ト
ラ
ン
プ
の
脅
し
に
も
屈
し
な
い

と
意
志
を
明
ら
か
に
し
た
。

●
イ
タ
リ
ア
は
国
内
に
駐
留
米
軍

を
抱
え
、
地
中
海
沿
岸
へ
の
戦
況
拡

大
に
対
す
る
国
民
の
不
安
は
大
き

い
。

　

ク
ロ
セ
ッ
ト
伊
国
防
相
は
５
日

答
弁
で
、
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ

ン
侵
攻
は
「
国
際
法
上
は
違
法
だ
」

と
明
言
し
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
距
離

を
置
い
て
い
る
が
、
こ
の
イ
ラ
ン
攻

撃
へ
の
国
民
反
発
で
、
メ
ロ
ー
ニ
政

府
の
推
進
す
る
〈
司
法
近
代
化
へ
の

国
民
投
票
〉が
逆
風
に
な
り
、
政
府

案
に「
反
対
」が
急
増
。

　

６
日
発
表
の
調
査
で
51
％
で
過

半
数
に
達
し
た
。

　

ま
た
焦
点
の
米
国
と
の
２
国
間

協
定
で
の
軍
基
地
の
扱
い
に
関

し
、メ
ロ
ー
ニ
は
６
日
ラ
ジ
オ
で
、

イ
ラ
ン
攻
撃
に
従
事
す
る
米
軍
に

よ
る
使
用
は
あ
る
か
ど
う
か
を
尋

ね
ら
れ「
現
在
の
と
こ
ろ
、要
請
は

な
い
」と
答
え
、「
わ
が
国
は
戦
争

し
な
い
」と
強
調
し
た
う
え
で
、憲

法
改
正
に
よ
る
司
法
改
革
の
重
要

性
を
訴
え
た
。

　

左
派
陣
営
は
、
ス
ペ
イ
ン
が
米

軍
に
よ
る
国
内
基
地
の
使
用
を
拒

絶
し
た
こ
と
を
讃
え
、「
親
ト
ラ
ン

プ
派
の
メ
ロ
ー
ニ
が
イ
タ
リ
ア
を

戦
争
に
引
き
ず
り
込
む
」
と
批
判

し
て
い
る
。

●
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ

ラ
ン
攻
撃
が
続
く
な
か
、
北
海
道

憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
が
呼
び
か

け
、市
民
が
札
幌
市
中
心
部
で「
即

時
停
戦
」
を
求
め
る
街
宣
ア
ピ
ー

ル
の
声
を
上
げ
た
。

　

こ
の
日
、
セ
ン
タ
ー
共
同
代
表

は
「
国
内
の
問
題
に
他
国
が
介
入

し
な
い
こ
と
は
、
国
際
法
の
原
則

中
の
原
則
。自
分
た
ち
の
都
合
で

こ
れ
を
破
る
こ
と
が
許
さ
れ
て

は
、
ア
メ
リ
カ
に
都
合
の
悪
い
国

の
元
首
は
い
つ
で
も
殺
す
と
い
う

こ
と
が
、
ま
か
り
通
る
社
会
に
な

っ
て
し
ま
う
」と
危
機
感
を
語
り
、

今
回
の
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事

攻
撃
が
国
際
法
違
反
に
当
た
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
直
接
的
な
論

評
を
避
け
る
高
市
首
相
に
対
し

て
、同
代
表
は「
日
本
こ
そ
は
各
国

先
頭
に
立
っ
て
、
武
力
に
よ
ら
な

い
解
決
を
世
界
各
地
に
訴
え
る
立

場
で
は
な
い
か
」と
憤
る
。

●
米
国
が
イ
ラ
ン
に
対
し
て
軍
事

行
動
を
取
っ
た
件
で
、
米
国
民
の

10
人
に
６
人
が
不
支
持
だ
と

C
N
N
調
査
で
わ
か
っ
た
。米
国

人
の
多
く
は
、
両
国
間
で
長
期
に

わ
た
る
軍
事
衝
突
が
起
き
る
可
能

性
が
高
い
と
み
て
い
る
。

　

イ
ラ
ン
に
対
し
て
攻
撃
を
行
っ

た
直
後
に
実
施
さ
れ
た
今
回
調
査

で
は
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
対

応
に
疑
問
を
示
す
人
が
多
数
を
占

め
た
。

　

イ
ラ
ン
に
対
す
る
米
国
の
武
力

行
使
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ン
プ
が
正

し
い
判
断
を
下
す
と
信
頼
し
て
い

な
い
人
が
多
か
っ
た
。

　

60
%
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
は
状
況

に
対
処
す
る
明
確
な
計
画
が
な
い

と
答
え
、
62
%
が
今
後
の
さ
ら
な

る
軍
事
行
動
に
は
議
会
の
承
認
を

得
る
べ
き
だ
と
し
た
。



【
注
①
】
J
C
A
―
N
E
T
理
事

会
（
代
表
理
事
・
小
倉
利
丸
氏
）

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
問
題
に
取
り
組
む
日
本

の
市
民
団
体
J
C
A
―
N
E
T

の
運
営
組
織
で
あ
り 

１
９
９
７

年
３
月
21
日
に〈
有
限
会
社
市
民

電
子
情
報
網
〉
に
よ
っ
て
設
立
。

さ
れ
、
同
年
４
月
１
日

「
J
C
A
―
N
E
T
」
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
。以
降
、
使
い
や
す
い
電

子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
提
供
・

開
発
を
通
じ
て
、市
民
活
動
や
平

和
、
社
会
公
正
、
人
権
な
ど
の
運

動
を
拡
大
・
促
進
す
る
こ
と
を

目
指
し
発
信
を
続
け
る
。

〈
活
動
内
容
〉・
市
民
の
電
子
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
支
援
・
市
民

の
情
報
利
用
促
進
・
電
子
メ
デ
ィ

ア
に
関
す
る
政
策
提
言
と
世
論

喚
起
・
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

問
題
へ
の
対
応
・
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
ガ
ザ
の
通
信
遮
断
へ
の

抗
議
活
動
―
な
ど
。

【
注
②
】
記
事
所
載
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス

テ
ム
を
提
供
し
、企
業
や
個
人
が

ビ
ジ
ネ
ス
や
活
動
を
行
う
基
盤

（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
※
）
を
提
供

す
る
事
業
者
の
こ
と
で
、和
製
英

語
と
し
て
日
本
で
広
く
使
わ
れ

て
い
る
。　

・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割

＝
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、利
用

者
と
提
供
者
を
つ
な
ぐ
「
場
」
と

し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
。 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
中
立

的
な
存
在
な
ど
で
は
な
く
、差
別

や
排
外
主
義
を
煽
る
こ
と
で
収

益
を
上
げ
、特
に
米
国
の
そ
れ
ら

経
営
者
た
ち
は
、ト
ラ
ン
プ
政
権

を
支
持
し
、政
府
と
の
連
携
関
係

が
密
接
で
も
あ
る
。

要
約

●
２
０
２
６
年
２
月
８
日
に
投

票
が
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙

は
、S
N
S
を
駆
使
し
て
の
選
挙

へ
の
介
入
に
よ
る
公
正
性
を
欠

傾
向
が
、日
本
で
初
め
て
露
呈
し

た
選
挙
と
な
っ
た
。

　

日
本
に
お
け
る
S
N
S
の
利

用
者
数
は
極
め
て
多
く
、選
挙
へ

の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。

　

特
に
、
自
民
党
高
市
政
権
の

Y
o
u
T
u
b
e
動
画
が
１
億

回
を
大
き
く
越
え
る
再
生
数
を

短
期
間
に
実
現
し
た
こ
と
は
注

目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。

　

ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
選
挙
は
、

個
人
の
自
由
な
ネ
ッ
ト
で
の
情

報
発
信
を
基
盤
と
し
た
選
挙
を

可
能
に
す
る
よ
う
に
み
え
る
が
、

最
も
大
き
な
影
響
力
を
振
っ
た

の
は
、投
稿
や
拡
散
を
左
右
す
る

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
広
告
表
示
で

収
益
を
上
げ
る
営
利
目
的
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
存
在
だ
。 

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
抜
き

に
は
自
民
党
が
１
億
回
を
越
え

る
ア
ク
セ
ス
を
稼
ぎ
、投
票
行
動

に
繋
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
中

立
的
な
存
在
で
は
な
く
、差
別
や

排
外
主
義
を
煽
る
こ
と
で
収
益

を
上
げ
、経
営
者
た
ち
は
米
国
の

ト
ラ
ン
プ
政
権
を
支
持
し
、政
府

と
の
連
携
関
係
が
密
接
で
も
あ

る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
念
頭
に
置

い
た
と
き
、高
市
政
権
の
政
策
そ

の
も
の
が
選
挙
に
よ
っ
て
実
質

的
に
支
持
さ
れ
た
と
評
価
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、圧
倒
的
な

議
席
を
確
保
し
た
こ
と
で
、改
憲

や
軍
事
化
、監
視
社
会
化
へ
と
進

む
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
は
、プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
依
存
し

た
情
報
発
信
を
見
直
し
、フ
リ
ー

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
/
オ
ー
プ
ン

ソ
ー
ス
や
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
基
く
S
N
S
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
権
利
と
人
権
を

重
視
し
、政
府
に
よ
る
監
視
社
会

に
抗
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

へ
の
切
り
替
え
が
喫
緊
の
課
題

に
な
っ
て
い
る
。 

　

２
０
２
６
年
２
月
８
日
に
投

票
が
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙

は
、自
民
党
高
市
政
権
の
歴
史
的

な
圧
勝
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
権
利
運

動
を
担
っ
て
き
た
立
場
か
ら
、憂

慮
す
べ
き
い
く
つ
か
の
問
題
に

つ
い
て
意
見
を
表
明
し
た
い
。

　

と
く
に
、
今
回
の
選
挙
は

S
N
S﹇
１
﹈を
主
戦
場
と
し
て
、

実
空
間
に
お
い
て
も
街
頭
演
説

か
ら
投
票
所
へ
と
有
権
者
を
動

員
す
る
構
造
が
明
確
に
な
っ
た
。

　

同
時
に
、S
N
S

に
固
有
の
差
別
や

偏
見
を
煽
る
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

不
自
然
な
ほ
ど
広

く
拡
散
し
た
結
果

と
し
て
、選
挙
の
争

点
が
外
国
人
排
斥

を
肯
定
す
る
よ
う

な
主
張
に
シ
フ
ト

す
る
結
果
を
招
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

　

こ
れ
ま
で
米
国
な
ど
で
み
ら

れ
た
S
N
S
を
駆
使
し
て
の
選

挙
へ
の
介
入
に
よ
る
公
正
性
を

欠
く
世
論
誘
導
の
新
た
な
傾
向

が
、日
本
で
初
め
て
露
呈
し
た
選

挙
と
な
っ
た
と
い
え
る
。 

　

日
本
に
お
け
る
S
N
S
の
利

用
者
数
は
極
め
て
多
く
、選
挙
へ

の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。

　

た
と
え
ば
、「
L
I
N
E
」の
ば

あ
い
は
月
間
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー

ザ
ー
が
１
億
人
と
最
も
多
く
、 

次
に
「
Y
o
u
T
u
b
e
」
の
７

３
０
０
万
人
、

「
X
」
の
６
８
０
０

万
人
と
続
く
。

﹇
２
﹈他
方
で
、選
挙

に
関
す
る
情
報
の

信
頼
性
や
投
票
の

判
断
を
左
右
す
る

信
頼
で
き
る
情
報

源
は
従
来
の
テ
レ

ビ
、
新
聞
や
選
挙

広
報
を
上
位
に
上

げ
S
N
S
は
信
頼
性
に
欠
け
る

と
す
る
調
査（
２
０
２
４
年
の
衆

議
院
選
挙
）も
あ
り
S
N
S
を
過

大
に
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

と
は
い
え
、そ
の
動
向
を
注
視

す
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
権
利
運
動
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
。 

﹇
３
﹈特
に
、
自
民
党
高
市
政
権
の

Y
o
u
T
u
b
e
動
画
が
１
億

回
を
大
き
く
越
え
る
再
生
数
回

数
を
短
期
間
に
実
現
し
た
こ
と

は
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。

﹇
４
﹈ 

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
疑
問

を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
、短
期
間

に
１
億
回
を
越
え
る
再
生
回
数

は
極
め
て
異
例
で
あ
り
、様
々
な 

S
N
S
を
利
用
し
な
が
ら
、と
く

に
、無
党
派
層
や
浮
動
票
と
呼
ば

れ
る
人
た
ち
に
対
し
て
、 

い
わ

ゆ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
な

ど
の
手
法
も
駆
使
し
て
、投
票
行

動
を
自
民
党
へ
と
誘
導
す
る
戦

術
が
成
功
し
た
と
い
え
そ
う
だ
。

 

2026年2月衆議院選挙とSNSに関する見解
―監視社会下の世論操作に憂慮する

JCA-NET理事会 2026/2/1 

【
編
集
部
よ
り
】
ネ
ッ
ト
空
間
に
お
け
る
情
報
伝
達
の
問
題
性
に
つ
い
て
毎
回
清
新
な
論
点
を
表
明
す
る

J
C
A
―
N
E
T
理
事
会
。
今
般
の
２
０
２
６
年
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
S
N
S
に
関
す
る
同
会
か
ら
の
総
括
見
解
が
表

明
さ
れ
た
が
そ
の
中
で
、
今
回
総
選
挙
は
―
S
N
S
を
意
図
的
に
駆
使
し
た
選
挙
へ
の
過
剰
な
介
入
と
、
公
正
性
を
著
し

く
欠
く
世
論
誘
導
へ
の
新
た
な
傾
向
が
露
呈
し
た
初
め
て
の
事
例
で
あ
り
、
無
視
し
え
な
い
異
常
な
実
態
で
あ
っ
た
―
と

特
筆
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
「
自
民
党
高
市
政
権
の
Y
o
u
T
u
b
e
動
画
」
が
1
億
回
を
大
き
く
越
え
る
再
生
数
に
短

期
間
で
達
し
た
異
常
性
や
、
営
利
目
的
で
選
挙
動
向
に
堂
々
介
入
す
る
〈
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
存
在
〉
に
対
し
、
大

き
な
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
。
今
回
と
次
回
に
分
け
そ
れ
ら
問
題
提
起
の
詳
細
に
つ
い
て
読
者
諸
氏
に
お
伝
え
す
る
。

１
．
S
N
S
を
駆
使
し
て
の
選
挙
介
入
に
よ
る
公
正
性
を
欠
く
世
論
誘
導

２
．
な
ぜ
1
億
回
を
越
え
る
再
生
回
数
が
実
現
で
き
た
の
か

３
．
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は
中
立
で
は
な
い

４
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
権
利
運
動
の
観
点
か
ら
の
問
題
提
起

Table
of

Contents

１
．S
N
S
を
駆
使
し
て
の
選
挙
介
入

　
　
　
　
　
　

に
よ
る
公
正
性
を
欠
く
世
論
誘
導

２
．な
ぜ
1
億
回
を
越
え
る
再
生

　
　
　
　
　
　
　
　

回
数
が
実
現
で
き
た
の
か

　

ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
選
挙
は
、

一
見
す
る
と
個
人
の
自
由
な

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発
信
を
基
盤

と
し
た
選
挙
を
可
能
に
す
る
も

の
と
み
な
さ
れ
が
ち
だ
。

し
か
し
、最
も
大
き
な
影
響
力
を

振
っ
た
の
は
、投
稿
や
拡
散
を
左

右
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
広
告

表
示
で
収
益
を
上
げ
る
営
利
目

的
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

﹇
５
﹈ 

の
存
在
だ
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、す
で
に

問
題
点
も
様
々
指
摘
さ
れ
て
き

た
。

﹇
６
﹈自
民
党
は
、
商
業
広
告
の
手

法
を
選
挙
運
動
に
活
用
し
、短
期

間
で
圧
倒
的
に
多
く
の
ア
ク
セ

ス
を
獲
得
し
た
と
判
断
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　

公
職
選
挙
法
上
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
広
告
を
利
用
す
る
こ

と
に
は
一
定
の
制
約
が
あ
る
が

﹇
７
﹈
政
党
の
政
治
活
動
は
認
め

ら
れ
る
た
め
、こ
れ
を
巧
妙
に
利

用
し
た
選
挙
戦
を
展
開
し
た
と

も
解
釈
で
き
る
。

　

商
業
広
告
手
法
の 

政
治
領
域

へ
の
転
用
に
は
以
下
の
よ
う
な

問
題
が
あ
る
。

 　
―
莫
大
な
広
告
費
の
投
資

﹇
８
﹈に
よ
っ
て
、
有
権
者
が
接
す

る
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
対
し
て
支

配
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

―
商
業
広
告
の
手
法
は
、
イ

メ
ー
ジ
に
よ
る
心
理
的
な
刺
激

の
効
果
を
利
用
し
て
人
び
と
の

行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

　

政
策
な
ど
深
い
議
論
や
理
解

へ
の
関
心
を
意
図
的
に
回
避
す

る
手
段
と
し
て
商
業
広
告
の
手

法
が
利
用
さ
れ
た
。

　

―
S
N
S
の
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
取
得
し
て
有
料
サ
ー
ビ
ス

で
情
報
発
信
す
る
自
民
党
な
ど

政
党
は
、無
料
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
と
は

立
場
が
異
な
り
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
が
収
集
す
る
ユ
ー

ザ
ー
の
居
住
地
、性
別
、年
齢
、嗜

好
な
ど
様
々
な
傾
向
を
取
得
し

て
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

　

―
結
果
と
し
て
、も
は
や
有
権

者
は
文
字
ど
お
り
の
「
匿
名
性
」

を
保
障
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

[1] ここでSNSと総称しているものには、「X」、「Facebook」、「Instagram」、「Tiktok」、「Line」など双方向参加型の

交流メディアを指すが、ここではこれに加えて「YouTube」も念頭に置いている。

[2] 「2026年2月版】日本国内・国外人気SNSユーザー数ランキング｜X（Twitter）、Instagram、TikTokなど15媒体」

<https://www.comnico.jp/we-love-social/sns-users> 

[3] 日本新聞協会、新聞科学研究所「衆院選の投票先どう決める？選挙情報の集め方３ステップと参考になる情報

源」<https://np-labo.com/archives/episode/202506kiji-02> 

[4] (FLASH)高市動画 “異常すぎる” YouTube再生数にインフルエンサーが続 と々疑問表明…およそ9000万回 “ヒ

カキン級”メガヒット(なぜかエンタメ欄)<https://smart-flash.jp/entertainment/entertainment-news/390495/>

（ピンズバ）高市首相のPR動画が“1億回再生”の日本最速記録を達成　YOASOBIの“伝説の記録”をあっさり超え

ネット騒然　<https://pinzuba.news/articles/-/14187>時事通信 高市首相動画・異例の１億再生ＳＮＳ「広告」、

疑問の声【2026衆院選】<https://www.jiji.com/jc/article?k=2026020400969&g=pol>東京新聞「高市動

画」再生1億3000万回超のナゾ」2/7の特報記事の一部<https://www.tokyo-np.co.jp/article/467084>

[5] プラットフォーマーとは、「情報通信技術 (ICT) やデータを活用し、ユーザーに多種多様なサービスの「場」

（platform） を提供する事業者の総称」である。

<https://ja.wikipedia.org/wiki/デジタル・プラットフォーマー> ここでは、主に、いわゆる大手のSNSサービスを提供

している企業を念頭に置いている。

[ 6 ]「 S N S 選 挙「 動 画 再 生 数 稼 ぎ 」規 制 論 　 自 民 党 が 論 点 整 理 」日 本 経 済 新 聞

<https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA051GZ0V00C25A2000000/> 

「高市氏の動画1億3千万回再生 各党も広告に注力　公選法の課題は」 朝日新聞

<https://www.asahi.com/articles/ASV2623XSV26UTFK002M.html> 

[7] 公職選挙法では、インターネットのウエッブ等の広告機能についても一定の禁止規定を設けている。(公職選挙法

142条の6) ただし、これには例外規定があり、総務省は「選挙運動期間中、当該政党等の選挙運動用ウェブサイト等

に直接リンクした有料インターネット広告を認めることとしています（改正公職選挙法第142条の6第4項）」との解釈を

示している。 

[8] SNSに自民党が投じた広告費のデータを把握できていない。しかし、たとえば、YouTubeで2週間ほどの期間に1億

回のアクセスを得るために、全ての表示広告機能を利用し、ターゲティング広告などのプロファイリング機能やSNSとの

連携などを活用したと仮定した場合、数億円規模の経費がかかる可能性がある。

Footnotes

東
京
発

乱
鬼
龍
レ
ポ

　

年
明
け
わ
ず
か
２
カ
月
、ベ
ネ
ズ
エ
ラ―

高
市―

イ
ラ
ン
と
世
界
も

日
本
も
大
変
な
時
勢
に
な
っ
た
と
の
感
深
し
。

　

私
も
出
来
る
限
り
現
場
に
行
き
、声
を
上
げ（
川
柳
を
掲
げ
る
）と

の
思
い
で
、直
近
も
首
相
官
邸
前
抗
議
に
も
参
加
し
、退
潮
久
し
い
傾

向
な
が
ら
少
し
潮
目
の
変
わ
り
目
と
い
う
か
春
の
兆
し
ら
し
き
を
感

じ
る
。

　

高
市
一強
シ
ョ
ッ
ク
で
今
ま
で
こ
れ
ら
行
動
へ
の
参
加
が
無
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
20
〜
30
代
く
ら
い
の
若
い
女
性
た
ち
が
目
立
っ
て
増
え
て

来
て
い
る
。

　

こ
の
世
代
は
か
つ
て
の
全
共
闘
世
代
な
ど
ほ
ぼ
知
ら
な
い
と
思
う

が
、現
今
の
政
治
は
危
険
と
言
う
直
感
の
よ
う
な
モ
ノ
が
あ
る
に
違
い

な
い
。

　

参
加
の
人
達
に
声
を
か
け
る
と
、初
め
て
参
加
と
言
う
層
が
や
は

り
多
い
が
、時
代
の
状
況
認
識
を
キ
チ
ン
と
持
っ
て
い
る
、中
々
鋭
い
感

性
の
人
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

権
力
側
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
高
市
フ
ィ
ー
バ
ー
で
盛
り
上
げ
る
が
、一方

の
底
流
に
は〝
危
な
い
〞と
い
う
確
か
な
流
れ
も
あ
る
の
だ
と
思
え

る
。

　

こ
れ
ら
新
し
い
芽
を
伸
ば
す
た
め
の
共
同
で
の
努
力
を
、今
か
ら
で

も
一
生
懸
命
や
っ
て
行
き

た
い
と
心
底
思
う
。　

　

―

私
は
、連
日
仕
事
を

昼
前
で
済
ま
し
た
後
、米

国
大
使
館
前
行
動
ほ
か

連
日〈
３
連
戦
〉位
の
感

覚
で
動
い
て
い
る
。

街
頭
行
動
に
明
る
い〝
兆
し
〞？　

い
ま
、20
〜
30
代
女
性
の
参
加
が
目
立
つ



２
０
１
５
年
戦
争
法
か
ら
10
年
間
を
振
り
返
る

　

「
戦
争
法
」
制
定
へ
向
か
う
安
倍
政
権

日
本
で
は
「
戦
争
に

　
　
　
　

巻
き
込
ま
れ
る
」
と
の
認
識

こ
う
し
て
２
０
２
６
年
が
始
ま
っ
た
。今
、歴
史
が
変
わ
る
と
き
だ
。

植
民
地
主
義
勢
力
を
打
ち
倒
す
時
が
来
た
！

侵
略
・
植
民
地
支
配
さ
れ
た
側
の

　
　
　

人
々
と
「
連
帯
」
す
る
た
め
に
は
？ 

日
本
人
は
新
植
民
地
主
義
の
下
で
「
抑
圧
者
」
に
な
っ
た

　

昨
年
11
月
、
高
市
首
相
は
「
台

湾
有
事
」発
言
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
は
「
官
僚
答
弁
を
読
み
飛

ば
し
た
」の
で
は
な
い
。

　
「
曖
昧
」答
弁
を
拒
否
し
、
打
ち

破
る
決
断
を
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
中
国
に
だ
け
は
死
ん
で
も
負

け
た
く
な
い
」
と
い
う
一
心
だ
っ

た
。

　

そ
し
て
今
や
、「
中
国
と
の
戦

争
に
勝
て
る
」
と
い
う
右
翼
や
元

自
衛
隊
幹
部
が
次
々
と
発
言
し

だ
し
た
。彼
ら
に
は
中
国
へ
の
恐

怖
感
が
あ
る
。

　

そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
中
国

侵
略
・
大
虐
殺
の
歴
史

と
い
う
自
ら
の
罪
を
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。　

　

こ
こ
か
ら
逃
げ
る
た

め
、「
弱
い
保
守
を
打
ち

倒
し
て
強
い
日
本
に
変

革
す
る
」「
そ
の
た
め
に

は
ク
ー
デ
タ
ー
も
必
要

だ
」
と
、
激
し
い
論
議
が

さ
れ
て
い
た
。

　

保
守
勢
力
の
内
部
で

は
、「
天
皇
制
で
の
挙
国

一
致
と
核
武
装
」
が
主
流

に
の
し
あ
が
っ
て
い
た
。

　

ど
ん
ど
ん
没
落
す
る

　

大
韓
民
国
裁
判
所
は
２
月

19
日
内
乱
を
首
謀
し
た
罪
な
ど

に
問
わ
れ
、
先
に
死
刑
が
求
刑

さ
れ
た
尹
錫
悦（
ユ
ン
・
ソ
ン
ニ
ョ

ル
）
前
大
統
領
に
対
し
無
期
懲

役
の
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

　

裁
判
で
検
察
は
、「
尹
被
告
が

日
本
を
立
て
直
す
に
は
、
高
市
こ

そ
が
日
本
の
首
相
に
相
応
し
い

と
右
翼
勢
力
が
一
致
し
て
、
彼
女

を
自
民
総
裁
選
で
勝
利
さ
せ
た
。

　

こ
の
高
市
政
権
は
「
日
本
（
帝

国
）の
絶
望
」を
乗
り
越
え
る「
希

望
の
星
」
と
し
て
誕
生
し
た
の

だ
。

　

そ
れ
故
、
後
退
が
不
可
能
な
必

死
さ
が
あ
る
。

　

高
市
発
言
に
は
「
今
が
台
湾
を

取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
」
と
い
う
、

追
い
詰
め
ら
れ
た
者
の
決
意
が

表
れ
て
い
た
。こ
れ
を
甘
く
見
て

は
な
ら
な
い
。

　

台
湾
は
、
日
本
が
日
清
戦
争
で

奪
っ
た
最
初
の
植
民
地
だ
。

　

日
本
は
敗
戦
後
、
１
９
７
２
年

の
日
中
共
同
声
明
ま
で
27
年
間

も
日
華
（
日
本
・
台
湾
）
体
制
を

継
続
し
、
そ
の
後
も
「
日
華
議
員

連
盟
」
や
「
日
華
経
済
協
力
」
で
、

新
植
民
地
（
経
済
圏
）
と
し
て
維

持
し
続
け
て
き
た
。

　

台
湾
で
は
親
日
（
植
民
地
）
派

が
社
会
的
に
も
影
響
力
を
持
っ

て
お
り
、
頼
総
督
も
「
日
本
統
治

が
良
か
っ
た
」と
語
っ
て
い
る
。

　

抗
日
戦
争
に
勝
利
し
て
中
華

人
民
共
和
国
を
成
立
さ
せ
た
闘

い
は
、
今
な
お
台
湾
を
残
す
の
み

に
な
っ
て
い
る
。

　

高
市
政
権
は
、
米
国
の
力
が
ア

ジ
ア
か
ら
後
退
す
る
中
で
「
台
湾

は
日
本
の
勢
力
圏
」
と
表
明
し
、

植
民
地
主
義
を
打
倒
す
る
先
頭

に
立
つ
中
国
に
対
し
て
宣
戦
布

告
し
た
の
だ
。

　

レ
ー
ダ
ー
照
射
を
大
騒
ぎ
し
、

核
武
装
を
公
言
し
て
い
る
。

　

も
う
必
死
だ
。

　

だ
が
、
大
き
な
歴
史
は
動
か
せ

な
い
。

　
「
戦
後
」80
年
を
経
て
、
米
帝
国

主
義
の
世
界
秩
序
は
瓦
解
し
て

い
る
。

　

今
や
米
国
は
「
南
北
米
州
は
米

国
の
領
土
」
と
宣
言
し
、
侵
略
戦

争
に
打
っ
て
出
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
侵
略
は
、
米
国
の
世
界
支

配
が
絶
望
的
に
な
っ
た
悪
あ
が

き
だ
。ブ
リ
ッ
ク
ス
諸
国
は
、
こ

の
米
国
の
あ
が
き
を
打
ち
倒
す

決
意
を
固
め
て
い
る
。

　

昨
年
９
月
の
中
国
「
抗
日
・
反

フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
勝
利
80
周
年
」

は
、
世
界
史
の
転
換
を
世
界
に
示

し
た
。

　

高
市
首
相
の
台
湾
有
事
中
国

へ
の
宣
戦
布
告
は
、
唐
突
で
は
な

い
の
だ
。

　

10
年
前
を
思
い
起
こ
そ
う
。

　

安
倍
は
、
戦
争
法
に
お
い
て
ア

ジ
ア
へ
の
再
侵
略
を
決
意
し
て

い
た
。

　

高
市
首
相
は
そ
の
遺
志
を
引

き
継
ぎ
、
裏
切
ら
な
い
決
意
を
立

て
て
実
行
に
着
手
し
た
の
だ
。

　

戦
争
法
強
行
の
前
年
、
当
時
の

安
倍
政
権
は
閣
議
決
定
で
「
集
団

的
自
衛
権
は
合
憲
」（
密
接
な
関

係
の
同
盟
国
が
武
力
攻
撃
を
受

け
た
場
合
に
、
自
衛
権
は
合
法
）

と
し
た
。

　

日
本
が
直
接
攻
撃
を
受
け
て

い
な
く
て
も
、
自
衛
隊
を
出
動
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
社
会
で
は
「
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
る
」
と
い
う
危
機
感
が
増

大
し
た
。

　

市
民
が
国
会
前
に
結
集
し
て
、

10
万
か
ら
12
万
人
へ
と
増
加
し

て
い
っ
た
。

韓
国
・
中
国
の
人
々
は
「
戦
争

法
は
「
ア
ジ
ア
へ
の
侵
略
宣
言

だ
」と
認
識

　

韓
国
・
中
国
民
衆
と
、
日
本
市

民
の
意
識
と
で
は
大
き
な
違
い

が
あ
っ
た
。

　

韓
国
・
中
国
は
、
日
本
の
侵
略

を
受
け
た
被
害
国
で
あ
り
、
膨
大

な
被
害
者
を
生
み
出
し
た
。

　

戦
争
の
記
憶
は
生
々
し
い
。

　

大
日
本
帝
国
・
植
民
地
支
配
・

強
制
連
行
・
日
本
軍「
慰
安
婦
」・

徴
兵
と
繋
が
っ
て
い
る
。

　

侵
略
さ
れ
た
側
の
痛
み
は
世

代
を
越
え
、
民
族
と
国
家
の
意
識

に
引
き
継
が
れ
る
。

　

そ
の
頃
訪
日
し
て
い
た
韓
国

の
高
校
生
と
話
す
機
会
が
あ
っ

た
。

　

韓
国
の
高
校
３
年
生
は
、
徴
兵

検
査
の
年
齢
だ
。彼
は
「
兵
役
が

終
わ
れ
ば
、
僕
は
軍
人
に
な
る
」

と
誇
ら
し
く
言
っ
た
。

　
「
再
び
の
侵
略
を
許
さ
な
い
」

と
語
っ
て
い
た
。

　

中
国
で
は
、
南
京
大
虐
殺
・
７

３
１
部
隊
・
無
差
別
爆
撃
・
台

湾
支
配
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
記
憶
は
人
々
に
染

み
込
ん
で
い
る
。

　

中
国
国
歌
「
抗
日
義
勇
軍
行
進

曲
」は「
立
て
、
立
て
、
奴
隷
と
な

る
な
」で
始
ま
る
。

　

人
民
解
放
軍
は
、
抗
日
「
人
民

解
放
軍
」だ
。

　

し
か
し
、
侵
略
者
日
本
は
謝
罪

ど
こ
ろ
か
、
未
だ
に
台
湾
を
日
本

の
植
民
地
と
見
て
い
る
。

 「中国へ 「中国へ
　　宣戦布告」　　宣戦布告」
 「中国へ
　　宣戦布告」

「不二越連絡会ニュース」2026新年号・村山和弘所感より転載

【
編
集
部
注
】
第
２
次
大
戦
前
か
ら
旧
日
本
帝
国
軍
部
～
資
本
が
朝
鮮
民
衆
に
加

え
た
「
強
制
連
行
・
強
制
労
働
問
題
」
の
根
本
的
解
決
を
求
め
活
動
を
続
け
る
『

不
二
越
強
制
連
行
・
強
制
労
働
訴
訟
を
支
援
す
る
北
陸
連
絡
会
』
。
同
会
26
年
新

年
号
会
報
で
の
村
山
和
弘
さ
ん
の
新
年
所
感
を
著
者
了
承
を
得
て
ご
紹
介
す
る
。

　

日
本
で
は
、戦
争
法
を「
韓
国
・

朝
鮮
・
中
国
に
対
す
る
侵
略
法
」

と
言
わ
な
か
っ
た
。

　
「
９
条
の
平
和
主
義
・
立
憲
主

義
に
違
反
」「
米
国
の
戦
争
に
日

本
が
巻
き
込
ま
れ
る
」
と
言
っ
て

い
た
。侵
略
と
虐
殺
の
歴
史
の
自

覚
が
全
く
な
か
っ
た
。

　

日
本
の
教
科
書
に
は
侵
略
の

犯
罪
を
記
載
し
な
い
。

　

戦
争
被
害
の
報
道
は
し
て
も
、

南
京
虐
殺
や
７
３
１
部
隊
な
ど

の
報
道
は
し
な
い
。

　

そ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
は

「
韓
国
や
中
国
は
デ
マ
を
言
っ
て

い
る
」
と
思
い
、
嫌
韓
・
嫌
中
に

な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
10
年
間
で
、
韓
国
で

は
親
日
派
・
日
本
の
植
民
地
責

任
を
問
わ
な
い
政
権
を
ろ
う
そ

く
革
命
で
打
ち
倒
し
た
。

　

李
在
明
大
統
領
は
訪
中
し
、
両

国
の
関
係
が
深
ま
っ
て
い
る
。

　

中
国
は
「
製
造
２
０
２
５
」
を

制
定
し
、
昨
年
そ
の
実
現
を
９
・

３
記
念
大
会
で
示
し
た
。

　

そ
の
間
、
日
本
の
保
守
勢
力
は

韓
国
・
中
国
に
勝
利
す
る
た
め
、

安
倍
路
線
を
引
き
継
ぐ
高
市
戦

争
内
閣
の
道
を
選
択
し
た
。

　

高
市
首
相
の
、
中
国
へ
の
宣
戦

布
告
と
い
う
現
実
に
直
面
し
た

日
本
の
平
和
運
動
は
、
こ
の
10
年

間
を
振
り
返
り
、
戦
争
法
が
侵
略

戦
争
法
で
あ
っ
た
と
い
う
現
実

を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
は
今
、
戦
争
法
が
実
践

さ
れ
る
中
で
「
戦
後
」
80
年
・
日

韓
条
約
60
年
は
平
和
な
時
代
で

は
な
く
、
新
植
民
地
主
義
の
時
代

で
あ
っ
た
と
根
底
か
ら
問
わ
れ

て
い
る
。

　

今
の
日
本
は
「
南
京
大
虐
殺
は

な
い
」
と
言
い
、
当
時
の
加
害
者

も
生
き
て
は
い
な
い
。

　

し
か
し
敗
戦
時
６
〜
７
歳
の

私
に
向
か
っ
て
「
毎
日
首
を
切
っ

て
い
た
。シ
ナ
人
（
マ
マ
）
は
首
を

差
し
出
し
て
『
切
っ
て
』
と
言
う

か
ら
」
と
、
口
々
に
20
代
の
青
年

か
ら
毎
日
言
わ
れ
て
困
っ
た
。

　

20
代
の
青
年
層
に
は
死
傷
者

が
極
端
に
多
く
、
帰
国
し
た
後
も

P
T
S
D
だ
っ
た
。

　

日
本
人
は
、
中
国
の
人
々
が
日

本
に
よ
っ
て
い
か
に
虐
殺
さ
れ
、

抗
日
戦
争
に
立
ち
上
が
り
、
中
国

革
命
を
実
現
し
た
の
か
を
知
ろ

う
と
し
な
い
。

　

そ
し
て
、
現
在
の
習
近
平
体
制

も
抗
日
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
を

闘
い
続
け
て
い
る
。

　

米
国
や
日
本
に
包
囲
さ
れ
、
今

で
も
戦
時
体
制
が
続
い
て
い
る

の
だ
。

　

そ
れ
が
日
本
で
は
理
解
さ
れ

ず
、「
中
国
は
権
威
主
義
の
独
裁

国
で
民
主
主
義
が
な
い
」
と
言
っ

て
い
る
。し
か
し
、
中
国
で
は
歴

史
が
人
々
に
引
き
継
が
れ
て
い

る
。

　

高
市
の
台
湾
有
事
発
言
に
、
中

国
の
人
々
は
、
日
本
に
踏
み
に
じ

ら
れ
た
屈
辱
と
虐
殺
さ
れ
た
悲

惨
な
歴
史
の
再
現
を
許
さ
な
い

決
意
を
固
め
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
は
敗
戦
し
て
も
新

憲
法
の
下
、
軍
拡
を
着
々
と
進
め

た
。

　

９
条
は
「
軍
拡
の
隠
れ
蓑
」
と

言
わ
れ
た
。

日
本
は「
新
植
民
地
主
義
」支
配

へ
　

１
９
５
２
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
条
約
と
日
米
安
保
条
約
の
下

で
、
日
本
は
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
ア

ジ
ア
戦
略
に
組
み
込
ま
れ
た
。

　

中
国
・
ソ
連
・
朝
鮮
を
排
除

し
た
単
独
講
和
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
米
国
に
よ
っ
て
、
植
民

地
支
配
と
ア
ジ
ア
の
戦
争
責
任

は
免
除
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
日
本
国
憲
法
に
お
い

て
「
国
籍
条
項
」
で
旧
植
民
地
台

湾
人
・
朝
鮮
人
の
国
籍
と
人
権

を
奪
っ
た
。

　

そ
し
て
、
戦
後
賠
償
を
武
器
に

し
て
ア
ジ
ア
へ
の
経
済
的
再
侵

略
を
始
め
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
は
「
日
本
の
平
和
を
掲
げ

る
新
植
民
地
主
義
」だ
っ
た
。

　

米
帝
国
の
対
中
包
囲
網
の
中

で
日
本
の
植
民
地
支
配
は
継
続

し
、
１
９
６
５
年
日
韓
条
約
が
締

結
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
も
加

担
し
た
。

　

戦
後
、
世
界
の
帝
国
主
義
は
、

戦
前
の
よ
う
な
直
接
的
植
民
地

支
配
か
ら
、
政
治
的
独
立
国
家
の

経
済
的
支
配
へ
と
転
換
し
た
。

　

こ
れ
は
独
立
闘
争
の
成
果
で

あ
る
と
共
に
、
帝
国
主
義
の
延
命

と
継
続
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
数
年
、
こ
う
し

た
新
植
民
地
支
配
を
打
ち
砕
く

闘
い
が
ア
フ
リ
カ
や
中
南
米
で

力
強
く
前
進
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
欧
米
帝
国
主

義
が
「
権
威
主
義
国
と
の
対
決
」

を
叫
ん
で
、
経
済
制
裁
や
代
理
戦

争
を
行
っ
て
き
た
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
へ

の
爆
撃
と
虐
殺
も
同
じ
だ
。

　

先
進
国
（
帝
国
主
義
）
側
の
民

衆
は
排
外
主
義
・
民
族
差
別
に

犯
さ
れ
た
。

　

私
た
ち
日
本
人
は
、
生
ま
れ
た

時
か
ら
何
の
手
続
き
や
誓
約
も

不
必
要
で
日
本
国
籍
を
持
っ
て

い
る
か
ら
だ
。

　

日
本
は
民
主
主
義
国
で
あ
る

が
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
人
権
や
参

政
権
を
奪
い
な
が
ら
、
口
で
は

「
排
外
主
義
と
無
縁
」
と
語
る
抑

圧
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
民
主
主
義
と
は
、「
日

本
人
だ
け
の
民
族
排
外
主
義
」
の

韓
国
前
大
統
領《
無
期
懲
役
判
決
》の
波
紋

２
０
２
４
年
12
月
に
〝
非
常
戒

厳
〞
を
宣
布
し
、軍
の
力
を
使
っ

て
権
力
を
維
持
す
る
動
き
を
主

導
し
た
」と
し
今
年
１
月
死
刑
を

求
め
、ソ
ウ
ル
中
央
地
裁
も
尹
被

告
が
内
乱
を
首
謀
し
た
と
認
定
。

　

韓
国
の
民
主
主
義
を
根
本
的

に
損
な
っ
た
と
し
、厳
し
い
処
罰

に
値
す
る
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、尹
被
告
が
権
力
を
乱

用
し
、憲
法
の
秩
序
を
覆
す
行
為

を
犯
し
た
と
認
め
た
。

　

尹
被
告
は
控
訴
す
る
と
み
ら

れ
る
。裁
判
は
最
高
裁
ま
で
続
く

可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
日
は
ほ
か
に
戒
厳
令
に

関
与
し
た
罪
に
問
わ
れ
た
被
告

ら
―
金
龍
顕
キ
ム
・
ヨ
ン
ヒ
ョ

ン
前
国
防
相
懲
役
30
年（
求
刑
無

期
懲
役
）
な
ど
が
言
い
渡
さ
れ

た
。

　

尹
被
告
に
よ
る
非
常
戒
厳
の

効
力
は
６
時
間
し
か
続
か
な

か
っ
た
が
、国
民
に
衝
撃
を
も
た

ら
し
尹
被
告
は
そ
の
後
国
会
で

弾
劾
さ
れ
た
。

　

25
年
６
月
大
統
領
選
挙
で
は
、

尹
被
告
の
「
国
民
の
力
」
候
補
は

敗
北
。最
大
野
党
だ
っ
た
「
共
に

民
主
党
」代
表
李
在
明
イ
・
ジ
ェ

ミ
ョ
ン
氏
が
後
任
の
大
統
領
に

選
ば
れ
た
。

　

一
連
の
混
乱
は
韓
国
社
会
を

分
断
し
、
そ
の
状
況
は
今
も
続

く
。

　

Ｂ
Ｂ
Ｃ
特
派
員
は
、尹
被
告
は

在
任
中
、日
本
に
対
す
る
融
和
的

な
姿
勢
も
あ
っ
て
国
民
に
不
人

気
だ
っ
た
が
、弾
劾
後
に
右
派
ポ

ピ
ュ
リ
ス
ト
と
し
て
一
定
の
人

気
を
保
つ
と
解
説
。

　

尹
被
告
の
政
治
生
命
が
こ
の

判
決
に
よ
っ
て
断
た
れ
る
こ
と

は
考
え
に
く
い
状
況
だ
と
も
伝

え
た
。

人
権
と
民
主
主
義
だ
。

　

奴
隷
制
の
上
に
咲
い
た
ロ
ー

マ
の
民
主
主
義
と
変
わ
ら
な
い
。

　

そ
こ
か
ら
自
己
を
解
放
す
る

に
は
植
民
地
支
配
の
歴
史
と
現

在
を
学
び
、
被
抑
圧
者
と
の
実
際

の
連
帯
を
努
力
し
、
信
頼
を
得
る

必
要
が
あ
る
。

　

植
民
地
主
義
を
乗
り
越
え
る

時
代
の
最
大
課
題
は
、
抑
圧
者
側

の
人
間
解
放
に
は〝
植
民
地
主
義

の
打
倒
〞が
不
可
欠
―
と
い
う
自

覚
が
で
き
る
か
だ
。

　

日
本
政
府
は
１
９
６
５
年
、

「
日
韓
条
約
」を
締
結
し
た
が
、
こ

れ
は
フ
ラ
ン
ス
が
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
民
族
解
放
戦
線
と
結
ん
だ
エ

ヴ
ィ
ア
ン
協
定
を
参
考
に
し
て

い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
の
諸
国
は
、
フ
ラ
ン

ス
や
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
に

よ
っ
て
新
植
民
地
主
義
支
配
が

続
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
弾

劾
の
声
を
あ
げ
て
い
る
。

２
０
２
５
年
12
月
24
日
、
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
国
会
決
議

　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
議
会
は
フ
ラ

ン
ス
に
、
人
道
に
対
す
る
完
全
犯

罪
へ
の
謝
罪
と
賠
償
を
求
め
る

法
案
を
全
会
一
致
で
成
立
さ
せ

た
。

　

議
場
は
１
３
２
年
間
の
植
民

地
支
配
か
ら
の
解
放
の
声
で
沸

き
上
が
っ
た
。

　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
１
９
６
２

年
に
独
立
戦
争
で
勝
利
し
て
い

た
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
今
に
至
る
も

公
的
謝
罪
と
賠
償
を
行
っ
て
こ

な
か
っ
た
か
ら
だ
。

も
は
や
日
韓
条
約
体
制
は
新
植

民
地
主
義
を
打
倒
す
る
世
界
の

転
換
期
で
、
根
本
か
ら
崩
壊
に

入
っ
た
。

　

日
本
が
台
湾
を
中
国
か
ら

奪
っ
て
１
３
２
年
に
な
る
。ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
と
同
じ
だ
。　

　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
万
歳
の
声
は
、

や
が
て
中
国
全
人
代
の
声
に
な

る
時
が
来
る
。

　

金
景
錫
・
不
二
越
日
本
第
1

次
訴
訟
原
告
団
長
が
死
去
し
て

久
し
い
。

　

彼
は
強
制
連
行
さ
れ
拷
問
を

受
け
、肩
に
障
が
い
を
負
っ
た
。

　

生
前
に
言
っ
て
い
た
「
日
本
が

朝
鮮
半
島
に
出
動
す
る
場
合
は
、

南
北
は
一
緒
に
な
っ
て
日
本
と

闘
う
」「
一
人
残
ら
ず
日
本
人
を

叩
き
出
す
」
と
い
う
言
葉
は
、

ず
っ
し
り
と
重
か
っ
た
。

高
市
高
市首
相
首
相

高
市首
相

2012年9月18日、北京の日本大使館前で行われた大規模デモ
「日本人を×せよ」のプラカード



　
　

二
一
世
紀
に
入
っ
て
猛

威
を
振
る
っ
て
い
る〈
略
奪
に

よ
る
蓄
積
〉と
そ
の
蓄
積
を
制

度
的
に
保
証
す
る
政
治
的
国

家
の
政
策
は
、地
球
の
生
態
系

や
ひ
と
び
と
の
暮
ら
し
を
持

続
困
難
に
す
る
複
合
的
危
機

を
増
幅
し
て
い
る
。

　

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
複
合

的
危
機
に
向
き
合
う
た
め
に

は
、資
本
の
蓄
積
と
国
家
の
あ

り
よ
う
に
立
ち
入
っ
て
、そ
の

あ
り
か
た
を
転
換
す
る
取
り

組
み
が
不
可
避
と
な
る
。

不
労
所
得
を
積
み
重
ね
る
資

本
の
蓄
積
と
そ
の
略
奪
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
よ
う
に
し
て
経

済
に
介
入
す
る
国
家
の
政
策

の
根
底
に
は
、そ
の
よ
う
な
経

済
と
政
治
を
可
能
に
す
る
言

説
的
な
条
件
が
存
在
す
る
。

　

そ
の
言
説
的
条
件
と
は
、ひ

と
び
と
を
自
発
的
・
主
体
的

に
そ
の
よ
う
な
経
済
と
政
治

に
か
か
わ
る
よ
う
に
さ
せ
る

理
念
の
創
造
で
あ
る
。

　

ひ
と
び
と
の
個
人
的
自
由

の
か
ぎ
り
な
い
追
求
を
正
義

と
す
る
理
念
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

D
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ『
新
自
由

主
義
』は
、
一
九
八
〇
年
代
の

レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
出
現

に
先
立
っ
て
、
教
育
・
研
究
・

消
費
・
文
化
・
金
融

と
い
っ
た
諸
領
域
で
、

市
場
に
お
け
る
個
人

的
自
由
の
追
求
に
最

大
の
価
値
を
置
く
よ

う
な
思
考
と
行
動
の

様
式
が
し
だ
い
に
根

づ
い
て
い
っ
た
こ
と

に
着
目
す
る
。

　

個
人
的
自
由
の
理

念
は
、
一
九
六
〇
年
代

に
学
生
反
乱
、
公
民
権

運
動
、
都
市
住
民
運

動
、地
域
文
化
運
動
に
お
い
て

学
生
・
労
働
者
・
地
域
住
民
・

被
抑
圧
者
集
団
の
解
放
の
理

念
と
し
て
高
揚
し
て
い
た
。

　

だ
が
、こ
の
社
会
闘
争
の
解

放
の
理
念
は
、そ
の
後
、〈
略
奪

に
よ
る
蓄
積
〉や
資
本
主
導
の

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
国
家
を

推
進
す
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
的
言

説
へ
と
変
換
さ
れ
、統
治
の
言

説
へ
と
変
質
し
て
い
く
。

　

そ
の
よ
う
な
言
説
の
転
換

の
ち
か
ら
が
市
民
社
会
の
内

部
か
ら
し
だ
い
に
た
ち
あ

が
っ
て
く
る
。

　

学
校
・
大
学
・
研
究
機
関
・

市
民
結
社
・
教
会
・
企
業
と

い
っ
た
諸
機
関
に
お
い
て
、個

人
的
自
由
の
理
念
が
消
費
者

選
択
の
自
由
、消
費
欲
望
の
実

現
を
介
し
た
個
性
の
探
求（
個

性
的
消
費
）、
労
働
者
の
個
人

的
労
働
能
力
に
向
け
た
「
投

資
」の
推
奨
、
自
我
や
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
や
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
の
多
様
性
の
追
求
、多

様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
探

究
、と
い
っ
た
自
由
の
理
念
へ

と
回
路
づ
け
ら
れ
、そ
の
理
念

が
資
本
の
循
環
運
動
に
お
け

る
需
要
創
出
の
契
機
と
し
て

増
幅
し
て
い
っ
た
。

　

や
が
て
、そ
れ
は
政
党
の
政

策
理
念
と
な
り
、国
家
の
統
治

理
念
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
い

く
。

　

金
融
や
情
報
の
経
済
取
引

も
、個
人
的
自
由
の
か
ぎ
り
な

き
追
求
を
保
証
す
る
回
路
と

し
て
規
制
な
し
に
容
認
さ
れ

て
い
く
。

　

こ
う
し
て
、〈
略
奪
に

よ
る
蓄
積
〉は
、
市
民
社

会
に
お
け
る
ひ
と
び
と

の
自
発
的
同
意
を
通
し

て
推
進
さ
れ
た
。

　

こ
の
同
意
形
成
が
、自
然
に

対
す
る
向
き
合
い
方
、ひ
と
び

と
の
欲
望
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
り
か
た
、社
会
諸

関
係
や
社
会
制
度
の
在
り
方

を
規
定
し
、個
人
的
自
由
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
【
３
月
９

日 

A
F
P
ほ
か
】
イ
ラ
ン
の

イ
ス
ラ
ム
聖
職
者
で
構
成
す

る
機
関
「
専
門
家
会
議
」
は
８

日
、今
回
の
イ
ラ
ン
攻
撃
で
死

亡
し
た
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ

イ
師
後
継
者
に
息
子
の
モ
ジ

タ
バ
（
56
）
を
選
出
し
た
と
発

表
し
た
。

　

専
門
家
会
議
は
声
明
で
、

「
本
日
の
臨
時
会
合
で
、
専
門

家
会
議
の
代
表
者
の
投
票
に

基
づ
き
、モ
ジ
タ
バ
・
ハ
メ
ネ

イ
師
が 

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム

共
和
国
の
第
三
の
指
導
者
に

任
命
さ
れ
た
」と
述
べ
た
。

　

熊
本
市
の
陸
上
自
衛
隊
健
軍
駐
屯

地
に
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る

防
衛
省
計
画
に
対
し
、「
ス
ト
ッ
プ
！

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
集
会
」が
昨
年
開
催

さ
れ
、約
１
２
０
０
人
が
集
結
、「
ミ
サ

イ
ル
配
備
反
対
」の
声
を
上
げ
た
。

資
本
と
国
家
の
統
治
か
ら
い
か
に
し
て
脱
す
る
か

個
人
的
自
由
の
理
念
に
対
す
る
疑
義―

〈
ケ
ア
の
倫
理
〉

〈
ケ
ア
の
倫
理
〉に
も
と
づ
く
正
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
創
造
に
向
け
て

念
に
見
合
う
よ
う
に
し
て
、労

働
法
制
の
規
制
緩
和
、市
場
取

引
の
規
制
緩
和
、国
有
企
業
の

民
営
化
と
い
っ
た
諸
政
策
が

断
行
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。

　

個
人
的
自
由
の
理
念

は
、
社
会
的
文
脈
や
社

会
的
環
境
か
ら
切
り
離

さ
れ
た
抽
象
的
個
人
が

自
律
し
て
も
の
ご
と
を

判
断
し
行
動
す
る
能
力

を
有
す
る
と
い
う
想
定
に
立

脚
し
て
い
る
。

　

だ
が
、す
べ
て
の
ひ
と
が
そ

の
よ
う
な
個
人
と
し
て
生
き

て
い
る
、
と
い
う
想
定
は
、
そ

の
よ
う
な
生
き
方
が
で
き
な

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
す

べ
て
の
ひ
と
を
排
除
す
る
こ

と
に
通
ず
る
。

　

障
碍
者
、女
性
、高
齢
者
、移

民
、
先
住
民
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
は
、こ
の
よ
う
な
人
間
像

か
ら
排
除
さ
れ
る
。

　

社
会
的
文
脈
に
よ
っ
て
自

立
し
た
個
人
と
し
て
生
き
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
諸
個
人
は
、そ
の
よ

う
な
社
会
的
権
利
の
は
く
奪

状
態
を
当
人
の
自
己
責
任
と

み
な
さ
れ
、そ
の
よ
う
な
は
く

奪
状
態
を
改
善
す
る
と
い
う

道
を
封
じ
込
め
ら
れ
て
、そ
の

よ
う
な
状
態
を
当
事
者
の
自

己
責
任
と
し
て
処
理
さ
れ
て

し
ま
う
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
「
略
奪
に
よ
る
蓄
積
」
を
通

し
て
、つ
ぎ
つ
ぎ
と
多
く
の
ひ

と
が
生
存
不
可
能
な
状
況
に

追
い
や
ら
れ
て
い
く
過
程
の

進
行
が
、個
人
的
自
由
の
理
念

に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
資
本
蓄
積
を

可
能
に
す
る
言
説
的
条
件
と

し
て
の
個
人
的
自
由
の
理
念

に
対
し
て
、一
九
八
〇
年
代
か

ら
疑
義
を
呈
し
て
い
た
の
が

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
思
想
で

あ
っ
た
。

　

ひ
と
は
そ
も
そ
も
自
立
し

た
個
人
と
し
て
生
き
る
こ
と

が
困
難
な
存
在
で
あ
り
、ひ
と

は
自
身
の
ち
か
ら
だ
け
で
生

き
て
い
く
こ
と
の
で
き
な
い

状
態
で
こ
の
世
に
あ
ら
わ
れ

る
、無
力
で
傷
つ
き
や
す
い
存

斉藤日出治斉藤日出治
（大阪労働学校・アソシエ学長）（大阪労働学校・アソシエ学長）
斉藤日出治

（大阪労働学校・アソシエ学長）
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在
で
あ
る
。む
し
ろ　
　

　

ひ
と
は
相
互
の
依
存
関
係

に
あ
っ
て
、ケ
ア
す
る
者
と
ケ

ア
さ
れ
る
者
と
い
う
非
対
称

の
関
係
を
日
々
生
き
て
い
る
。

　

ひ
と
は
具
体
的
な
身
体
と

切
り
離
し
て
は
存
在
し
え
な

い
も
の
で
あ
る
以
上
、他
者
と

の
相
互
依
存
の
関
係
の
な
か

で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
相
互
依
存
の
関
係
を

支
え
る
の
が
〈
ケ
ア
の
倫
理
〉

（
岡
野
八
代『
ケ
ア
の
倫
理
』岩

波
新
書
）で
あ
る
。

　

個
人
的
自
由
の
人
間
像
に

対
し
て
、〈
ケ
ア
の
倫
理
〉は
脆

弱
性
、
相
互
依
存
、
傷
つ
き
や

す
さ
を
は
ら
ん
だ
人
間
像
を

提
起
す
る
。

　
〈
ケ
ア
の
倫
理
〉
か
ら
す
る

と
、自
己
と
他
者
は
分
離
し
た

独
立
の
存
在
で
は
あ
り
え
ず
、

た
が
い
に
依
存
し
あ
う
関
係

に
あ
っ
て
、そ
の
関
係
か
ら
離

れ
て
は
あ
り
え
な
い
。

　
「
自
己
の
行
為
は
、
他
者
や

状
況
、あ
る
い
は
状
況
判
断
へ

の
応
答
の
一
つ
」（
岡
野
八
代

同
書
、一
八
九
頁
）で
あ
っ
て
、

民
主
主
義
の
政
治
は
こ
の
応

答
関
係
の
制
御
調
整
を
課
題

と
す
る
。

　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
思
想
は
、

弱
く
て
傷
つ
き
や
す
い
存
在

の
ケ
ア
の
関
係
を
民
主
主
義

的
に
運
営
す
る
政
治
＝「
ケ
ア

リ
ン
グ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

（
J
・
C
・
ト
ロ
ン
ト
『
ケ
ア

リ
ン
グ
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』岡

野
八
代
監
訳
、
勁
草
書
房
）を

政
治
の
主
要
な
課
題
に
据
え

る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
個
人
的
自

由
の
正
義
論
は
、こ
の
ケ
ア
の

応
答
関
係
を
政
治
の
課
題
か

ら
排
除
し
て
し
ま
う
。

　

個
人
は
そ
も
そ
も
他
者
に

ケ
ア
さ
れ
て
は
じ
め
て
自
立

し
た
個
人
た
り
う
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、ケ
ア
す
る
行
為
当

事
者
は
政
治
の
主
体
か
ら
除

外
さ
れ
る
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
民
主
主

義
政
治
を
担
う
市
民
を
ケ
ア

し
た
の
は
女
性
や
奴
隷
で

あ
っ
た
が
、こ
れ
ら
の
ひ
と
び

と
は
政
治
の
権
利
主
体
た
り

え
ず
、政
治
か
ら
排
除
さ
れ
た

（
J
・
C
・
ト
ロ
ン
ト
『
ケ
ア

す
る
の
は
誰
か
？
』岡
野
八
代

訳
・
著
、白
澤
社
）。

　

個
人
的
自
由
に
も
と
づ
く

正
義
論
は
、〈
略
奪
に
よ
る
蓄

積
〉を
推
進
し
可
能
に
す
る
条

件
と
な
る
の
に
対
し
て
、〈
ケ

ア
の
倫
理
〉
は
〈
略
奪
に
よ
る

蓄
積
〉
に
抗
す
る
と
同
時
に
、

そ
の
よ
う
な
富
の
略
奪
を
許

さ
な
い
社
会
の
つ
な
が
り
を

創
造
す
る
理
念
と
な
り
う
る
。

　

市
場
取
引
の
自
由
の
理
念

は
、グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
と
っ

て
投
資
活
動
の
障
害
と
な
る

投
資
対
象
地
域
の
法
律
や
制

度
を
、国
家
安
全
保
障
を
口
実

と
し
て
解
体
す
る
と
い
う
構

造
的
暴
力
を
発
動
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、〈
ケ
ア
の

倫
理
〉は
、
国
境
を
越
え
て
ケ

ア
す
る
者
と
ケ
ア
さ
れ
る
者

と
が
社
会
的
に
つ
な
が
る
関

係
を
創
造
す
る
責
任
を
提
起

す
る
。

　
〈
略
奪
に
よ
る
蓄
積
〉
を
組

織
す
る
企
業
の
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
お
い
て
、労
働
団
体
や
消
費

者
団
体
や
市
民
団
体
は
、搾
取

工
場
で
収
奪
さ
れ
て
い
る
労

働
者
の
窮
状
を
〈
ケ
ア
の
倫

理
〉の
責
任
に
お
い
て
問
い
た

だ
し
、そ
の
よ
う
な
窮
状
を
改

善
す
る
た
め
に
労
働
者
保
護

の
監
視
活
動
や
商
品
の
不
買

運
動
に
取
り
組
む
。

　

こ
の
よ
う
な
国
境
を
越
え

た
ひ
と
び
と
の
つ
な
が
り
の

創
造
は
、資
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
抗
し
て
、
ひ
と
び
と
が

〈
ケ
ア
の
倫
理
〉
の
責
任
に
お

い
て
つ
な
が
る
も
う
ひ
と
つ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
出
現
を

物
語
る（
社
会
の
構
造
的
不
正

義
に
対
す
る
責
任
に
お
い
て

ひ
と
び
と
が
つ
な
が
る
あ
り

方
を
論
じ
た
ア
イ
リ
ス
・
マ

リ
オ
ン
・
ヤ
ン
グ『
正
義
へ
の

責
任
』岩
波
現
代
文
庫
、
を
参

照
さ
れ
た
い
）。

　

世
界
各
地
の
協
同
組
合
運

動
が
連
携
し
て
、資
本
と
国
家

に
よ
る
経
済
取
引
が
放
置
し

て
い
る
自
然
環
境
・
健
康
・

食
料
安
全
保
障
・
公
衆
衛
生
・

地
域
開
発
・
人
間
ら
し
い
労

働
の
あ
り
方
な
ど
を
求
め
る

社
会
的
連
帯
経
済
の
運
動
は
、

こ
の
よ
う
な
〈
ケ
ア
の
倫
理
〉

の
責
任
を
果
た
そ
う
と
し
て

ひ
と
び
と
が
た
が
い
に
つ
な

が
る
も
う
ひ
と
つ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

昨
年
一
〇
月
に
フ
ラ
ン
ス

の
ボ
ル
ド
ー
で
開
催
さ
れ
た

世
界
社
会
的
連
帯
経
済

（
G
S
E
F
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
欧
米
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
か
ら

一
万
八
〇
〇
人
が
集
い
、資
本

と
国
家
が
主
導
す
る
経
済
で

は
な
く
、非
資
本
と
非
国
家
の

セ
ク
タ
ー
に
よ
る
経
済
の
組

織
化
の
取
り
組
み
が
い
く
つ

も
紹
介
さ
れ
た
。

　

社
会
的
連
帯
経
済
の
取
り

組
み
は
、協
同
組
合
と
自
治
体

行
政
が
協
働
す
る
ミ
ュ
ニ
シ

パ
リ
ズ
ム
の
政
治
を
創
造
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、公
的
権
力

を
資
本
か
ら
引
き
は
が
し〈
ケ

ア
の
倫
理
〉
の
制
御
下
に
置

く
。

　

今
年
初
め
米
政
府
に
よ
っ

て
大
統
領
が
拉
致
さ
れ
た
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
で
も
、ス
ラ
ム
の
民

衆
が
コ
ム
ー
ネ
と
呼
ば
れ
る

共
同
体
を
組
織
し
て
、国
家
予

算
を
利
用
し
な
が
ら
、〈
ケ
ア

の
倫
理
〉
に
よ
る
繋
が
り
を

し
っ
か
り
と
構
築
し
つ
つ
暮

ら
し
を
営
ん
で
い
る
。黄
昏
の

時
代
の
夜
明
け
は
す
で
に
始

ま
っ
て
い
る
の
だ
。　
（
終
）

熊
本
・
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
に
反
対
！ 

自
衛
隊
を
囲
む「
人
間
の
鎖
」１
２
０
０
人

　

同
駐
屯
地
の
司
令
部
は
地
下
化
が

進
め
ら
れ
る
が
、住
民
は
戦
禍
に
巻
き

込
ま
れ
る
計
画
に
対
し
、怒
り
の
声
は

高
ま
り
続
け
、「
政
治
家
ら
は
戦
争
に

行
か
ず
、犠
牲
に
な
る
の
は
我
ら
若
者

な
の
だ
」と
声
を
上
げ
た
。

徹
底
抗
戦
叫
ぶ
イ
ラ
ン
【
最
新
情
勢
】

【
解
説
】
イ
ラ
ン
は
侵
略
さ
れ
た
翌
日
か
ら
の
反
撃
で
、
カ
タ
ー
ル
の
ア
ル
・
ウ
デ
イ
ド
基
地

な
ど
、
中
東
全
域
の
米
軍
基
地
と
レ
ー
ダ
ー
網
を
破
壊
し
た
と
写
真
を
公
開
。
そ
の
他
中
東
各

基
地
で
も
、
衛
星
画
像
で
深
刻
な
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
米
軍
も
こ
れ
を
認
め
、
W
・
ス

ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
〜
N
Y
・
タ
イ
ム
ズ
も
３
日
「
イ
ラ
ン
は
中
東
で
米
軍
の
通
信
イ
ン

フ
ラ
攻
撃
」
と
の
記
事
を
掲
載
し
た
。

　

米
軍
基
地
と
レ
ー
ダ
ー
を
狙
っ
た
イ
ラ
ン
側
の
第
一
次
反
撃
は
、
昨
年
６
月
の
「
12
日
間
戦

争
」
よ
り
も
は
る
か
に
正
確
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

「
我
々
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
脅
威
全
領
域
に

対
す
る
防
衛
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
の
防
衛
、す
な
わ
ち
『
防

衛
網
の
た
め
の
防
衛
』
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、
米
軍
内
部
か
ら
深

刻
で
悲
痛
な
声
が
上
が
り
始
め
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
と
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
が
い
と
も
安
易
に
始
め
た
、
こ
の
侵

略
戦
争
で
の
出
口
戦
略
は
も
は
や
見
え
ず
、
こ
こ
１
週
間
で
イ
ス

ラ
エ
ル
防
衛
の
た
め
の
ミ
サ
イ
ル
も
、
イ
ラ
ン
側
ド
ロ
ー
ン
波
状

攻
撃
で
枯
渇
す
る
と
さ
れ
、
戦
争
の
長
期
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。

ハ
メ
ネ
イ
師
後
継
者
に

対
米
強
硬
派
の
息
子
モ
ジ
タ
バ
師

米
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
対
イ
ラ
ン

　
　
　
　
　

石
油
施
設
攻
撃
に
失
望

　

モ
ジ
タ
バ
師
は
、イ
ラ
ン
精

鋭
部
隊
で
あ
る
イ
ラ
ン
革

命
防
衛
隊
（
I
R
G
C
）
と
密

接
な
関
係
を
持
つ
強
硬
な
保

守
派
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
選
出
を
前
に
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
、

モ
ジ
タ
バ
師
を「
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
」と
し
、
新
し
い
指
導

者
の
任
命
に
自
身
が
関
与
す

べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
が
、

ト
ラ
ン
プ
思
惑
に
反
し
て
最

強
硬
派
指
導
層
の
選
出
で
イ

ラ
ン
は
一
歩
も
退
か
な
い
姿

勢
を
内
外
に
示
し
た
形
だ
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
７
日
、イ

ラ
ン
の
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
な
ど

に
あ
る
石
油
貯
蔵
施
設
を
攻

撃
、大
規
模
な
火
災
が
発
生
し

た
。

　

だ
が
こ
の
石
油
貯
蔵
施
設

攻
撃
を
巡
っ
て
、米
側
が
失
望

し
て
い
る
と
メ
デ
ィ
ア
が
報

じ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト「
ア
ク
シ

オ
ス
」は
８
日
、
こ
の
攻
撃
に

つ
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
事

前
に
米
軍
に
通
知
し
た
が
、米

当
局
者
は
想
像
を
超
え
る
規

模
で
あ
り
、失
望
し
て
い
る
と

報
じ
た
。

　

米
国
は
施
設
が
燃
え
盛
る

映
像
が
流
布
す
る
こ
と
で
市

場
が
動
揺
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
が
さ
ら
に
高
騰
す
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
同
じ
当
局
者
は
今
回

の
イ
ラ
ン
攻
撃
で
初
め
て
、米

国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
間
で
重

大
な
意
見
の
相
違
が
生
じ
た

と
し
て
お
り
、侵
略
当
事
者
間

で
の
亀
裂
の
始
ま
り
を
示
し

て
い
る
。
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鬼
龍

コ
モ
ン
ズ
取
扱
店

編
集
室
か
ら

ア
メ
リ
カ・イ
ス
ラ
エ
ル 

世
界
を 

破
滅
さ
せ
る
気
か 

ト
ラ
ン
プ・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ　

罪
は
万
死
に　

値
す
る

高
市
は　

高
市
フ
ァ
ー
ス
ト　

他
は
な
し

３
・
1
1　

な
い
と
思
う
な　

次
の
事
故

反
戦
平
和　

ホ
ン
モ
ノ
で
す
か
と　

天
が
問
う

●
自
民
圧
勝
の
選
挙
結
果
は
、多
く
の
人
び
と
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
思
う
が
、私
に

と
っ
て
こ
れ
は
想
定
内
の
こ
と
で
あ
り
、シ
ョ
ッ
ク
な
ど
と
い
う
人
達
の
今
日
の
時
代

状
況
の
認
識
の
薄
さ
、非
正
確
さ
、甘
さ
…
な
の
だ
と
思
っ
た
。時
代
は
今
、か
つ
て
な

い
ほ
ど
急
速
に
、そ
し
て
根
底
的
に
大
き
く
激
動
し
て
来
て
い
る
。も
は
や
古
い
ボ

キ
ャ
ブ
ラ
リ
ィ
で
は
と
て
も
闘
い
え
な
い
ど
こ
ろ
か
、闘
い
に
す
ら
な
ら
な
い
と
こ
ろ

に
ま
で
来
て
い
る
。そ
れ
が
判
る
人
は
ど
れ
程
か
？
。（
乱
）　

●
高
市
の
例
の
台
湾
有

事
答
弁
か
ら
始
ま
っ
た
外
交
の
迷
走
ぶ
り
だ
が
、脱
線
ど
こ
ろ
か
奈
落
へ
突
っ
走
る
暴

走
列
車
の
体
と
な
り
彼
女
が
口
を
開
く
ご
と
に
、い
わ
ゆ
る
「
日
本
の
国
益
」本
体
が

ぶ
っ
飛
ぶ
〈
本
当
の
緊
急
事
態
〉に
な
っ
て
き
た
。今
回
の
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
暴
虐

に
対
し
て
も
孫
娘
ま
で
無
残
に
爆
殺
さ
れ
た
イ
ラ
ン
指
導
層
に
向
か
っ
て
の
高
市
の

発
言
が
何
と
、周
辺
諸
国
へ
の
イ
ラ
ン
側
の
当
然
な
反
撃
行
動
ま
で
差
し
て
「
子
供
た

ち
を
無
慈
悲
に
殺
す
イ
ラ
ン
は
許
さ
れ
な
い
」と
い
う
前
後
〜
因
果
関
係
不
明
の
談
話

で
し
か
な
く
、こ
れ
は
末
代
に
残
る
わ
が
国
政
治
負
の
歴
史
に
な
る
だ
ろ
う
。―
内
容

を
見
る
と
そ
れ
ら
不
用
意
な
発
言
は
、事
前
か
ら
考
え
ら
れ
た
〈
慎
重
に
選
び
抜
か
れ

た
〉首
相
発
言
な
ど
で
な
く
、あ
の
台
湾
周
辺
で
の
「
戦
艦
が
攻
撃
さ
れ
た
り
し
た
ら

…
」と
い
う
よ
う
に
、こ
の
「
戦
艦
」と
い
う
現
代
で
は
使
わ
れ
な
い
軍
事
用
語
を
用
い

た
こ
と
か
ら
も
、防
衛
省
が
事
前
用
意
し
た
答
弁
な
ら
ぬ
彼
女
の
精
い
っ
ぱ
い
の
浅
薄

な
ア
ド
リ
ブ
に 

よ
る
も
の
と
い
う
事
も
歴
然
と
し
て
い
る
。息
を
吐
く
よ
う
に
嘘
し

か
つ
か
な
い
人
物
に
は
ど
う
接
し
た
ら
い
い
の
か
？
…
ま
し
て
そ
ん
な
人
物
な
ど
選

ん
だ
実
感
さ
え
な
い
我
々
に
と
っ
て
、ま
だ
ま
だ
痛
苦
の
日
は
続
く
？
（
関
西
M
）

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
に
対

抗
す
る
社
会
的
連
帯
経
済

（
S
S
E
）
運
動
の
地
域
的
固

有
性

●
こ
の
国
際
会
議
は
二
〇
一
四

―
一
五
年
の
ソ
ウ
ル
大
会
を
皮

切
り
に
過
去
６
回
開
催
さ
れ
て

き
た
。

　

社
会
的
連
帯
経
済
は
、
協
同

組
合
、
共
済
組
合
、
N
P
O
な
ど

の
非
営
利
団
体
が
取
り
組
む
経

済
活
動
で
あ
る
が
、
そ
の
世
界

大
会
は
開
催
地
の
歴
史
的
・
社

地域がグローバルにつながる連帯の胎動

世界社会的連帯経済フォーラム・GSEF
第７回ボルドー大会

大阪労働学校・アソシエ
斉藤日出治：報告

■
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
と
国
家
の
暴
力
が
猛
威
を
振
る
う
世
界

で
、
地
域
か
ら
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
を
創
造
す
る
胎
動
を
力

強
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
国
際
会
議
が
、
二
〇
二
五
年
一
〇

月
二
九
・
三
一
日
に
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

世
界
社
会
的
連
帯
経
済
第
７
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
G
S
E
F
）

で
あ
る
。
日
本
か
ら
も
「
社
会
的
連
帯
経
済
を
推
進
す
る
会
」

を
中
心
に
二
〇
数
名
が
参
加
し
た
。
生
協
総
合
研
究
所
が
一

月
二
七
日
に
そ
の
報
告
会
を
開
催
し
た
。

■
全
米
で
著
名
な
歌
手
ブ
ル
ー
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
テ
ィ
ー
ン
が
、
今
年
１
月
の
「
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
街
で
行
わ
れ
て
い
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
命
令
に

よ
る
暴
力
的
な
市
民
弾
圧
」
へ
の
抗
議
と
し
て
１
月
末
か
ら
Ｍ
ビ
デ
オ
を
公
開
し
た
「
S
t
r
e
e
t
s 

O
f 

M
i
n
n
e
a
p
o
l
i
s
」。
世
界

中
の
i
T
u
n
e
s
チ
ャ
ー
ト
で
1
位
を
獲
得
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る
。
彼
は
こ
の
曲
で
、
同
市
市
民
や
罪
な
き
移
民
、
今
回
公
安
警
官
ら
に
よ

り
虐
殺
さ
れ
た
A
プ
レ
ッ
テ
ィ
と
R
グ
ッ
ド
両
氏
を
追
悼
し
、
ト
ラ
ン
プ
へ
の
抵
抗
を
世
界
に
叫
ん
で
い
る
。

会
的
・
経
済
的
・
地
理
的
背
景

を
映
し
出
し
た
個
性
的
な
演
出

が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

若
森
資
朗
報
告「
G
S
E
F

の
発
足
と
歩
み
」
は
こ
の
各
大

会
の
地
域
的
な
独
自
性
を
的
確

に
整
理
し
て
紹
介
し
た
。

　

韓
国
で
は
、
日
本
と
は
異

な
っ
て
、
新
自
由
主
義
の
進
展

に
よ
る
国
家
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
民
営
化
政
策
が
営
利
企
業
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
協
同
組
合

や
社
会
的
企
業
に
よ
っ
て
担
わ

れ
た
。

　

ソ
ウ
ル
大
会
は
こ
の
よ
う
な

韓
国
の
地
域
自
治
主
義
的
な
取

り
組
み
の
成
果
の
う
え
に
開
催

さ
れ
た
。

　

ビ
ル
バ
オ
大
会
は
、
モ
ン
ド

ラ
ゴ
ン
の
よ
う
な
巨
大
協
同
組

合
と
草
の
根
の
協
同
組
合
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
無
数
に
つ
な

が
る
ス
ペ
イ
ン
の
社
会
的
経
済

の
歴
史
か
ら
諸
外
国
の
連
帯
経

済
の
運
動
が
い
か
に
学
ぶ
か
を

課
題
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

ア
フ
リ
カ
初
の
開
催
地
セ
ネ

ガ
ル
の
ダ
カ
ー
ル
で
は
、
ア
フ

リ
カ
に
伝
統
的
に
根
づ
い
て
い

る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク

タ
ー
経
済
を
「
集
団
的
で
持
続

可
能
な
地
域
経
済
」
と
し
て
い

か
に
発
展
さ
せ
る
か
、
と
い
う

課
題
を
担
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
開
催
地
フ
ラ
ン
ス
の

ボ
ル
ド
ー
は
、
数
年
前
に
長
期

に
続
い
た
保
守
政
権
に
代
わ
っ

て
緑
の
党
・
リ
ベ
ラ
ル
が
政
権

を
と
り
、
市
が
主
導
し
て
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

行
政
と
市
民
社
会
の
対
等
な

協
力
関
係
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
る
建
築
資
材
の
大
型
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や
難
民
女
性

が
運
営
す
る
食
堂
な
ど
の
見
学

会
が
行
わ
れ
、
生
命
・
飢
餓
・

貧
困
・
環
境
と
い
う
課
題
に
貢

献
す
る
経
済
の
仕
組
み
の
構
築

を
め
ざ
す
ボ
ル
ド
ー
の
地
域
的

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
る
。

　

そ
れ
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
や

戦
争
に
脅
か
さ
れ
る
状
況
の
な

か
で
平
和
を
創
造
し
持
続
可
能

な
経
済
を
い
か
に
作
り
上
げ
て

い
く
か
に
腐
心
す
る
ボ
ル
ド
ー

の
S
S
E
の
地
域
社
会
創
造
の

実
践
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

S
S
E
の
国
際
的
な
承
認
の

動
き

●
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
と
国
家
に

抗
す
る
か
た
ち
で
世
界
各
地
の

地
域
か
ら
噴
出
す
る
社
会
的
連

帯
経
済
の
動
き
が
国
際
社
会
に

よ
っ
て
公
的
に
認
知
さ
れ
る
動

き
も
進
ん
で
い
る
。

　

柳
沢
敏
勝
報
告
「
世
界
で
の

S
S
E
の
位
置
づ
け
と

G
S
E
F
の
特
徴
」は
、二
〇
二

二
年
I
L
O
総
会
決
議

「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
と

S
S
E
に
関
す
る
決
議
」
お
よ

び
、
二
〇
二
三
年
の
国
連
総
会

決
議
「
持
続
的
発
展
に
向
け
た

社
会
的
連
帯
経
済
の
促
進
」
と

題
す
る
決
議
を
紹
介
し
、

S
S
E
が
人
間
ら
し
い
労
働
、

健
康
、介
護
、技
能
、教
育
訓
練
、

雇
用
、
環
境
保
全
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
と
い
っ
た
国
家
や
営
利
企

業
だ
け
で
は
取
り
組
む
こ
と
の

で
き
な
い
課
題
に
つ
い
て
多
大

な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
が
国

際
社
会
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
国
連
が
も
は
や
営

利
企
業
と
国
家
だ
け
の
ち
か
ら

で
地
球
の
環
境
と
人
々
の
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
、
そ
の
た
め
に
S
S
E
の
力

が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
を
公

的
に
承
認
し
た
こ
と
を
意
味
す

る
。

　

柳
沢
報
告
は
、
日
本
政
府
が

こ
の
国
連
の
「
持
続
可
能
な
発

展
」
を
「
持
続
可
能
な
開
発
」
と

訳
し
て
、
こ
の
課
題
を
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
か

の
よ
う
に
し
て
経
済
成
長
の
回

路
に
流
し
込
も
う
と
し
て
い

る
、と
批
判
し
て
い
る
。

　

数
百
年
に
わ
た
っ
て
、
近
代

の
経
済
は
商
業
取
引
の
普
遍
的

な
発
展
を
め
ざ
し
て
組
織
さ
れ

て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
な
発
展

が
経
済
を
可
能
に
す
る
社
会
生

態
学
的
な
諸
条
件
を
食
い
尽
く

す
よ
う
な
自
己
破
壊
的
な
作
用

を
及
ぼ
し
、
地
球
と
生
命
の
生

態
系
の
地
盤
を
揺
る
が
す
よ
う

に
な
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
経

済
の
あ
り
か
た
を
、
生
命
と
生

態
系
の
再
生
産
過
程
の
自
覚
的

な
再
組
織
化
に
よ
っ
て
転
換
す

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Streets Of Minneapolis ストリーツ・オブ・ミネアポリス

Through the winter’s ice and cold
Down Nicollet Avenue
A city aflame fought fire and ice
‘Neath an occupier’s boots

King Trump’s private army from 
the DHS    Guns belted to their coats
Came to Minneapolis to enforce the law
Or so their story goes

Against smoke and rubber bullets
By the dawn’s early light
Citizens stood for justice
Their voices ringing through the night

And there were bloody footprints
Where mercy should have stood
And two dead left to die on 
snow-filled streets
Alex Pretti and Renee Good

Oh our Minneapolis, I hear your voice
Singing through the bloody mist
We’ll take our stand for this land
And the stranger in our midst

Here in our home they killed and
roamed    In the winter of ’26
We’ll remember the names of those
who died    On the streets of Minneapolis

Trump’s federal thugs beat up on
His face and his chest
Then we heard the gunshots
And Alex Pretti lay in the snow, dead

Their claim was self defense, sir
Just don’t believe your eyes
It’s our blood and bones
And these whistles and phones
Against Miller and Noem’s dirty lies

Oh our Minneapolis, I hear your voice
Crying through the bloody mist
We’ll remember the names of those who died
On the streets of Minneapolis

Now they say they’re here to uphold the law
But they trample on our rights
If your skin is black or brown my friend
You can be questioned or deported on sight

In chants of ICE out now
Our city’s heart and soul persists
Through broken glass and bloody tears
On the streets of Minneapolis

Oh our Minneapolis, I hear your voice
Singing through the bloody mist
Here in our home they killed and roamed
In the winter of ’26

We’ll take our stand for this land
And the stranger in our midst
We’ll remember the names of those who
died   On the streets of Minneapolis
We’ll remember the names of those who
died   On the streets of Minneapolis

冬の氷と寒さの中
ニコレット・アベニューに沿って
炎に包まれた町は
占領者のブーツに踏みにじられ　火と氷と闘った

催涙弾の煙とゴム弾にもひるまず
夜明けの薄明かりのもと
市民たちは正義のために立ち上がった
彼らの声は夜の闇を引き裂いた

ああ、俺たちのミネアポリスよ　
おまえの声が聞こえてくる血の霧を通して歌う声が
俺たちは立ち上がる　この土地のために
そして俺たちの中の「よそ者」のために

ここ、おれたちの家の中で　彼らは殺し、歩き回った
2026 年の冬
ミネアポリスの通りで殺された人たちの名前を　
俺たちは忘れない

トランプ連邦のごろつきどもは
彼の顔と胸をひどく殴りつけた
しばらくして銃声が聞こえてきた
アレックス・プレッティは　雪の上に倒れ、死んだ

奴らは正当防衛だと言い張る　だが、どうか
自分が目撃したものを信じるなということか
犠牲になっているのは俺たちの血であり骨だ
警笛とケイタイのカメラだけを武器に移民取り締まり
強硬派のミラーとノームの卑劣な嘘と闘っているんだ

ああ、俺たちのミネアポリスよ　
おまえの声が聞こえてくる
血の霧の中で泣いている声がミネアポリスの通りで
殺された人たちの名前を俺たちは忘れない

彼らは「法を守るために来た」と言うが
実際には俺たちの権利を踏みにじっている
友よ、おまえの肌の色が黒か褐色なら
その場で尋問され　追放されることもある

「ICE（移民税関捜査局）は出て行け」と
唱和する声の中でこの町の心と魂は生き続ける
割れたガラスと血の涙を越えて
ミネアポリスの通りで

ああ、俺たちのミネアポリスよ　おまえの声が
聞こえてくる  血の霧を通して歌う声が
ここ、俺たちの家の中で　彼らは殺し、
歩き回った   2026 年の冬

この土地のために　そしての俺たちの中の
「よそ者」のために俺たちは立ち上がる
ミネアポリスの通りで殺された人たちの名前を
俺たちは忘れない
ミネアポリスの通りで命を落とした人たちの名前を
俺たちは忘れない

だが慈悲があるべき場所には
血に染まった足跡が残り
雪に覆われた通りに　二人の死が
置き去りにされた
アレックス・プレッティとレネー・グッド

国土安全保障省（DHS）から派遣された
トランプ王の傭兵たちは　コートに銃を下げ
法を執行するために　ミネアポリスへやってきた
少なくとも彼らの言い分ではそうだ
闘った

（対訳：三浦久）

犠
牲
に
な
っ
た
市
民
た
ち

ト
ラ
ン
プ
の
私
兵
が
米
国
民
を
弾
圧
し
た
冬

ト
ラ
ン
プ
の
私
兵
が
米
国
民
を
弾
圧
し
た
冬

ト
ラ
ン
プ
の
私
兵
が
米
国
民
を
弾
圧
し
た
冬

▼

米
国
著
名
歌
手
の
抵
抗
歌

　

世
界
で
N
o
．1
の
大
反
響


